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1351年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<退位>ｽﾑﾗ朝君主｢Jam Unar｣亡命)
1351年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣
1351年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌｰｺﾞ･ﾃﾞｽﾊﾞｯﾊ｣(~13610220)
1351年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<退位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣
1351年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<退位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｵｯﾄｰ5世｣
1351年1月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|正平5･観応元年12月4日|石塔頼房軍･上野直勝軍が近江国瀬田まで進
  出､守護代伊庭六郎左衛門を追い散らし周辺の宿場と橋を焼き払う
1351年1月7日-09:00|日本|京都府宇治市|正平5･観応元年12月9日|石塔頼房軍､山城国宇治に進出/平等院鳳凰堂
  を占拠/関山にも乱入
1351年1月8日-09:00|日本|愛知県|正平5･観応元年12月10日|三河国額田郡で粟生為広以下21人の武士が直義派
  として挙兵
1351年1月10日-09:00|日本|滋賀県|正平5･観応元年12月12日|佐々木六角氏頼が近江で上野直勝に勝利､帰京
1351年1月11日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年12月13日|足利直義(44)､南朝に帰服し､足利尊氏討伐の綸旨を
  得る
1351年1月12日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|正平5;観応元年12月14日|山名時氏の守護代久下弾正､丹波堺波
  賀野芳賀野村､多紀郡の反抗勢に在所の不来不来こぬ坂村､多紀郡を攻められる/久下は五六十人を討ち取り､
  頸十九を取って敵を退けた/敵は再び曽地荘に攻め寄せたて､すぐ引き返した
1351年1月22日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年12月24日|今川範氏､南朝狩野孫左衛門尉と､足利直義党の石塔
  入道義房被官佐竹兵庫亮･中山三郎左衛門尉を打ち破る
1351年1月23日-09:00|日本|山梨県南ｱﾙﾌﾟｽ市|正平5;観応元年12月25日|高師冬､上野の上杉憲顕(44)討伐に向か
  う途次､湯山で近臣にはかられ甲斐国須沢城に逃れる
1351年1月24日-09:00|日本|神奈川県厚木市|正平5;観応元年12月26日|<相模毛利荘湯山事件>石塔義房(頼房の
  父)､基氏の護衛を襲撃し､鎌倉公方足利基氏を鎌倉へ連れ戻す
1351年1月24日-09:00|日本|島根県浜田市|正平5;観応元年12月26日|高師泰､石見国三隅城から撤退/師泰は九州
  上陸して直冬と戦うために派遣されたが石見国すら突破できなかった
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年|<交替>若狭国守護｢山名時氏｣⇒｢仁木義覚｣(~同年10月)
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年|<再任>伊豆国守護(直義方)｢石塔義房｣(~観応3･正平7(1352)年3
  月)
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年|<任命>壱岐国守護(直義方)｢志佐有｣(~同年)
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年|<任命>相模国守護｢三浦高通｣(~観応3･正平7(1352)年)
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年|<任命>備中国守護｢秋庭肥後守｣(~正平7･観応3(1352)年)
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年|<任命>武蔵国守護｢上杉憲将｣(~12月)
1351年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元17年|第29代高麗王忠穆王が元の宮廷の意向を受けて江華島に
  移され,第31代高麗王恭愍王の高麗への帰国即位(-1374)
1351年1月28日-09:00|日本|三重県四日市市|正平6･観応2年|この年､乗賀､観音寺､木造慈恵大師像制作
1351年1月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年1月|<解任>信濃国守護｢小笠原政長｣
1351年1月28日-09:00|日本|高知県四万十市|正平6;観応2年1月|讃岐守護細川顕氏(直義派)が派遣した内藤弥六
  に攻められ守護代佐脇太郎入道の高岡荘松風城陥落
1351年1月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|正平6･観応2年1月1日|畠山国清(直義派)軍が摂津国神崎まで進出し､
  同国守護代河江円道を撃破
1351年1月28日-09:00|日本|千葉県|正平6･観応2年1月1日|<死去>下総国守護｢千葉貞胤｣子の氏胤が継ぐ(~正平2
  0･貞治4(1365)年9月13日死去)
1351年1月29日-09:00|日本|長野県下高井郡山ノ内町|正平6･観応2年1月2日|諏訪直頼(直義派)が信濃国諏訪郡
  湯河宿で挙兵
1351年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾀﾏｽ･ｺﾞﾆｭｲ｣(~同年)⇒｢ﾐｸﾛｽ･ｺﾝﾄ｣(~1356年3月)
1351年2月6日-09:00|日本|長野県諏訪市|正平6･観応2年1月10日|諏訪直頼軍が信濃守護小笠原政長の弟政経と
  守護代兼経が籠城する筑摩郡法光寺を攻撃し､降伏させた/その後､直頼軍は甲斐国に進出し､須沢城に籠城す
  る高師冬攻撃に参加
1351年2月11日-09:00|日本|京都府京都市|正平6;観応2年1月15日|高師直･師泰､仁木頼章･義長､細川頼春､佐々
  木道誉等の尊氏派の諸将の邸宅が焼失/留守の者が自分たちで火を放った
1351年2月11日-09:00|日本|京都府京都市下京区|正平6;観応2年1月15日|足利尊氏は足利直義方の桃井直常軍と
  四條河原で戦う/高師直･仁木頼章･仁木義長･細川清氏･今川駿河守頼貞5千余騎､佐々木道誉7百余騎､足利尊氏
  ･足利義詮1万余騎､桃井直常を破る
1351年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|正平6;観応2年1月16日|薬師寺公義､佐々木善観､千秋高範､小笠原政
  長､山名時氏が足利直義軍に投じた為､戦況は一変し､足利尊氏､高師直､佐々木道誉は敗れて丹波国を経て播磨
  国へ逃れる
1351年2月13日-09:00|日本|山梨県南ｱﾙﾌﾟｽ市|正平6･観応2年1月17日|<死去>関東執事｢高師冬｣諏訪直頼に須沢
  城を攻められ自決
1351年2月14日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年1月18日|近江国守護｢六角氏頼｣直義方に降る
1351年2月15日-09:00|日本|京都府京都市|正平6;観応2年1月19日|<死去>本願寺宗昭(覚如)(80)
1351年2月27日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年2月|<交替>長門国守護｢高師泰｣⇒｢厚東武村｣(~同年10月死去)
1351年2月27日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年2月|<任命>信濃国守護｢諏訪直頼｣(~8月)
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1351年2月27日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年2月1日|熊谷直平,武田信武の挙兵に応じる
1351年3月2日-09:00|日本|兵庫県加東市|正平6･観応2年2月4日|<光明寺合戦(播磨国)>足利尊氏-高師直軍､石塔
  頼房が籠城する播磨国光明寺を攻撃/しかし､攻めあぐねる/赤松則祐､尊氏に無断で戦線を離れ､本拠地播磨国
  白旗城へ帰る
1351年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>4代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ｣4代ﾚｽﾀｰ伯･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯･ﾘﾝｶｰﾝ伯⇒初代ﾗﾝ
  ｶｽﾀｰ公(~13610324死去)
1351年3月7日-09:00|日本|兵庫県姫路市|正平6･観応2年2月9日|細川顕氏の軍勢が四国から書写山坂本に集結し
  ていた尊氏･師直軍を襲撃/尊氏軍が多数の損害､尊氏は法華寺に籠もる
1351年3月10日-09:00|日本|宮城県仙台市宮城野区|正平6･観応2年2月12日|<死去>奥州管領(尊氏方)｢畠山国氏｣
  吉良貞家が足利直義に応じ陸奥岩切城を攻め高国･国氏父子を自害させる
1351年3月12日-09:00|日本|兵庫県加東市|正平6;観応2年2月14日|<播磨光明寺合戦>(4日~)山内の光明寺城で足
  利尊氏･高師直の軍が足利直義･石塔頼房･愛曽伊勢守の軍の合戦で尊氏軍が敗退
1351年3月15日-09:00|日本|兵庫県芦屋市|正平6;観応2年2月17日|<打出浜の戦い>摂津国打出浜において足利尊
  氏･高師直の軍は足利直義軍と決戦,惨敗
1351年3月18日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年2月20日|足利尊氏(46)･直義(45)講和/師直･師泰兄弟の出家を条
  件にその生命を助ける
1351年3月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣
1351年3月20日-09:00|日本|京都府京都市|正平6;観応2年2月22日|<全焼>足利尊氏の土御門東洞院の屋敷
1351年3月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣(~13880920死去)
1351年3月24日-09:00|日本|兵庫県西宮市|正平6･観応2年2月26日|<死去>三河国守護｢高師兼｣摂津国武庫川鷲林
  寺付近で上杉能憲の軍勢に惨殺された
1351年3月24日-09:00|日本|兵庫県西宮市|正平6･観応2年2月26日|<死去>石見国守護｢高師泰｣摂津国武庫川鷲林
  寺付近で上杉能憲の軍勢に惨殺された
1351年3月24日-09:00|日本|兵庫県西宮市|正平6･観応2年2月26日|<死去>備後国守護｢高師夏｣摂津国武庫川鷲林
  寺付近で上杉能憲の軍勢に惨殺された
1351年3月24日-09:00|日本|兵庫県西宮市|正平6･観応2年2月26日|<死去>武蔵国守護｢高師直｣摂津国武庫川鷲林
  寺付近で上杉能憲の軍勢に惨殺された
1351年3月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月|<交替>出雲･隠岐国守護｢佐々木導誉｣⇒｢山名時氏｣(~正平7･
  観応3(1352)年8月)直義方
1351年3月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月|<任命>下野国守護｢高階氏｣(~正平7･観応3(1352)年)
1351年3月28日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年3月|<任命>九州探題(南朝方･尊氏方)｢一色直氏｣(~正平7･観応3(
  1352)年)
1351年3月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月|<任命>土佐国守護｢細川顕氏｣(~正平7･文和1(1352)年7月5日
  死去)
1351年3月28日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月|<任命>備後国守護｢上杉顕能｣(~8月)
1351年3月30日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月3日|<任命>九州探題(北朝方･直義方)｢足利直冬｣(~正平7･観
  応3(1352)年)
1351年3月30日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月3日|<任命>肥前国守護(直義方)｢河尻幸俊｣(~同年)
1351年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞｭ｣｢ﾁｬﾍﾟｯﾀ･ﾄﾞ･ﾉｳﾞｪｯﾛ｣
1351年4月20日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年3月24日|<交替>但馬国守護｢今川頼貞｣⇒｢上野頼兼｣足利直義与
  党(~8月)
1351年4月25日-09:00|日本|  ||正平6年3月29日|<死去>二条藤子､女房･歌人･後醍醐天皇側室(生年生年未詳)
1351年4月27日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年4月|<任命>伊賀国守護｢千葉氏胤｣(~同年6月解任)
1351年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,ﾋﾞｻﾞﾝﾂ皇帝と協定
1351年5月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾁｭｰﾘｯﾋがﾍﾙｳﾞｪﾁｱ連邦に加入する(｢ﾁｭｰﾘｯﾋ同盟｣)
1351年5月4日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年4月8日|<死去>摂津･播磨国守護｢赤松範資｣
1351年5月4日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年4月8日|<任命>摂津国守護｢赤松光範｣範資の嫡男(~観応3･正平7(1
  352)年)
1351年5月4日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年4月8日|<任命>播磨国守護｢赤松則祐｣範資の弟(~建徳2･応安4(137
  1)年11月29日死去)
1351年5月28日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正11年5月3日|劉福通､頴州(安徽阜陽)で乱を為し､紅巾と号す
1351年6月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,三年間ﾀｰﾅに航行せぬことをｼﾞｪﾉｳﾞｧと協定
1351年6月24日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年6月|<交替>伊賀国守護｢千葉氏胤｣解任⇒｢仁木義長｣(~翌年5月)
1351年6月24日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年6月|足利義詮が所務沙汰を親裁する機関｢御前沙汰｣を創設/義詮
  が御判御教書形式の文書を発給するようになる～従来の引付頭人奉書と同内容/直義の権限を侵食し始める
1351年7月18日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年6月25日|<辞任>近江国守護｢六角氏頼｣
1351年7月18日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年6月25日|<任命>近江国守護｢山内信詮(定詮)｣(~同年8月)
1351年7月24日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年7月|<任命>(南朝)周防国守護｢大内弘世｣(~貞治2･正平18(1363)
  年､北朝に転ずる)
1351年7月24日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年7月|引付方､活動を停止/御前沙汰と業務が競合したことによる/
  直義は自身の制度的拠点を失う
1351年8月2日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年7月10日|播磨守護赤松則祐が興良親王を奉じて武力蜂起
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1351年8月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世｣領地はﾏｿﾞﾌｼｪとﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの他の公の間で分割
1351年8月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ･ｻｰﾘﾌ｣(~13541020)
1351年8月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<廃位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾊｻﾝ｣
1351年8月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正11年8月|劉福通､湖北で挙兵
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<解任>筑前国守護｢少弐頼尚｣
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<交替>越中国守護｢桃井直常｣解任⇒｢井上俊清｣(~延文4･正
  平14(1359)年10月失脚)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<交替>但馬国守護｢上野頼兼｣⇒｢今川頼貞｣(~不詳)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<交替>丹波国守護｢山名時氏｣⇒｢仁木頼章｣(~観応3･正平7(1
  352)年)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<交替>豊前国守護｢少弐頼尚｣⇒｢大友氏泰｣(~文和元･正平7(
  1352)年)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<再任>信濃国守護｢小笠原政長｣(~翌年4月)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年8月|<任命>近江国守護｢六角直綱｣(~観応3･正平7(1352)年6月)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年8月|<任命>備後国守護｢岩松頼宥｣(~正平11･延文元(1356)年3月)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年8月|<任命>和泉国守護｢細川顕氏｣(~正平7･文和元年7月5日(1352
  0815)死去)
1351年8月23日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年8月1日|足利直義(46)､尊氏(47)と不和になり桃井直常･山名時氏
  ･畠山国清･石塔義房らと京を脱出し北陸を経て鎌倉へ逃げる/南朝､尊氏と結び直義の追討を命
1351年8月24日-09:00|日本|島根県雲南市|正平6;観応2年8月2日|山名時氏の招致に応じ諏方部三郎信恵一族は
  出雲国三刀屋郷の石丸城に立て籠って旗挙げ
1351年9月4日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|正平6;観応2年8月13日|楡井家の志布志城はかつての盟友･肝付ら
  の手によって陥落
1351年9月4日-09:00|日本|広島県福山市|正平6;観応2年8月13日|岩松頼宥,三吉覚弁らを率い,品治郡石成上下
  城を攻略
1351年9月13日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾈｸﾞﾛﾎﾟﾝﾃ島のｶﾘｽﾄ城､ｼﾁﾘｱ王ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺにより占領
1351年9月21日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年9月|<任命>甲斐国守護｢武田信武｣(~延文4･正平14(1359)年7月13
  日死去)
1351年9月23日-09:00|日本|京都府|正平6;観応2年9月3日|<死去>丹後･石見国守護｢上野頼兼｣丹後国で戦死
1351年9月26日-09:00|日本|京都府|正平6年9月6日|<死去>常盤井宮恒明親王､皇族(生年1303年)
1351年9月30日-09:00|日本|滋賀県|正平6;観応2年9月10日|石塔頼房軍(直義派)が伊勢から近江へ侵入し､近江
  守護佐々木山内信詮と佐々木道誉の軍勢を撃破
1351年10月1日-09:00|日本|静岡県沼津市|正平6;観応2年9月11日|<車返(沼津市三枚橋)戦い>今川範氏､出陣し
  て足利直義方の伊豆守護詫門上杉能憲と戦ったが敗れて退却
1351年10月2日-09:00|日本|滋賀県長浜市|正平6;観応2年9月12日|<八相山の戦い>足利尊氏軍､八相山の足利直
  義軍を攻撃/桃井直常のみ徹底抗戦を主張するも損害大きく足利直義は越前へ撤退
1351年10月17日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|正平6;観応2年9月27日|<手越河原の戦い>今川範氏､足利直義
  方の伊豆守護詫門上杉能憲と戦うが敗れて退却
1351年10月19日-09:00|日本|福岡県久留米市|正平6;観応2年9月29日|一色範氏､直冬の党少弐頼尚に筑後河北荘
  で敗れる
1351年10月20日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年9月30日|<死去>前天龍寺重職｢夢窓疎石｣77歳(誕生:建治1(1275
  ))/臨済宗の僧
1351年10月21日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月|<任命>三河国守護｢仁木義長｣(~延文5･正平15(1360)年7月
  )
1351年10月21日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月|<任命>丹後国守護｢仁木頼章｣(~正平7･観応3(1352)年)
1351年10月21日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月|<任命>尾張国守護｢土岐頼康｣(~元中4･嘉慶(1387)元年12
  月25日死去)
1351年10月21日-09:00|日本|宮城県多賀城市|正平6;観応2年10月|北畠顕信･田村氏ら南朝軍､陸奥国府(多賀)を
  奪回
1351年10月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正11年10月|徐寿輝がｷ州(湖北ｷ春)で皇帝位に即き､年号を治平と
  する
1351年10月21日-09:00|日本|熊本県山鹿市|正平6;観応2年10月1日|懐良親王(22)の軍が肥後山鹿･関両城を攻略
  ､次いで筑後に進む
1351年10月22日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月2日|<交替>若狭国守護｢仁木義覚｣⇒｢大高重成｣(~正平7･観
  応3(1352)年)
1351年10月26日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元17年10月6日|<廃位>高麗王｢忠定王｣(~13520323死去)
1351年10月28日-09:00|日本|福井県|正平6;観応2年10月8日|足利直義派の越前守護斯波高経､尊氏派へ転向､こ
  のため直義越前敦賀を去り鎌倉へ走る
1351年11月1日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月12日|二階堂行珍(直義派官僚)､上洛し尊氏派に転じる
1351年11月10日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月21日|<任命>室町幕府執事｢仁木頼章｣(~延文3(1358)年5月)
1351年11月13日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月24日|<死去>長門国守護｢厚東武村｣息子の武直が継ぐ(~文
  和2･正平8(1353)年死去)
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1351年11月13日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年10月24日|足利尊氏(47)､一時的に南朝へ降る(正平一統)
1351年11月20日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年11月|<再任>遠江国守護｢仁木義長｣(~正平7･文和元(1352)年)
1351年11月20日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年11月|<任命>上総国守護｢京極秀綱｣(~正平7･観応3(1352)年)
1351年11月24日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉北区|正平6;観応2年11月5日|一色範氏､豊前小倉城を攻略
1351年11月26日-09:00|日本|  ||正平6年11月7日|<正平一統>南朝､北朝3代崇光天皇を廃し､年号を南朝の正平
  に統一する
1351年11月26日-09:00|日本|  ||正平6年11月7日|<任命>石見国守護｢荒川詮頼｣(~貞治3･正平19(1364)年)
1351年11月27日-09:00|日本|大阪府泉南市|正平6年11月8日|洞院公賢､和泉国海会寺を建立
1351年12月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢As-Saleh｣(~1354.10)
1351年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世の弟
  (⇒13560110ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯~13650317死去)
1351年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣
1351年12月5日-09:00|日本|静岡県静岡市|正平6年11月16日|尊氏派の伊達景宗等が駿河国府中に中賀野掃部助(
  直義方)を攻撃､中賀野は久能山に撤退
1351年12月11日-09:00|日本|宮城県多賀城市|正平6年11月22日|<陸奥国広瀬川の戦い>直義方の奥州探題･吉良
  貞家が､北畠顕信(南朝･宇津峰宮･鎮守府将軍)の軍に大敗/吉良貞家は本拠の多賀城を放棄
1351年12月19日-09:00|日本|  ||正平6･観応2年12月|<解任>上野･越後国守護｢上杉憲顕｣
1351年12月19日-09:00|日本|  ||正平6;観応2年12月|<任命>武蔵国守護｢仁木義章｣(~正平7･観応3(1352)年)
1351年12月19日-09:00|日本|鹿児島県鹿屋市|正平6年12月|楡井頼仲が弟頼重と共に大姶良城を奪還.再び蜂起
1351年12月28日-09:00|日本|愛知県|正平6年12月10日|三河国額田郡において､足利直義方挙兵.一揆人数21人(
  部将格の者)
1351年12月29日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平6年12月11日|足利尊氏軍今川範氏･信濃守護職小笠原政
  長､由比･蒲原で上杉能憲と戦い勝利
1352年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾀｲ|  |||ｼｬﾑがｱﾝｺｰﾙ都城を攻略
1352年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾊﾞｰﾇ･ﾃﾞｰｳﾞｧ3世｣(~1378年)
1352年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Banhabina｣(~1367年)
1352年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰ｣(~1358年死去)
1352年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<設立>ｸﾞﾘｱ公国(ｸﾞﾙｼﾞｱ､1491年からｲﾒﾚﾃｨの一部.首都ｵｽﾞﾙｹﾞﾃｨ)ｱｼﾞｬﾘｱはｸﾞﾘｱ公国
  のﾊﾞﾄｩﾐ部分
1352年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Jalal al-Din Mahmud｣
1352年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢'Izz al-Din ibn Rukn al-Din Mahmud｣(~13800929死
  去)
1352年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Semseddin Bey｣
1352年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾊﾞｻﾗﾌﾞ1世｣
1352年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｧﾙﾑｽﾄﾞﾙﾌ｣(~1359年)
1352年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾆｺﾗｴ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ｣ﾊﾞｻﾗﾌﾞ1世の息子(~13641116死去)
1352年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｩﾀﾃﾞｨﾄﾞ1世｣(~1362年)
1352年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Haci Sufi Burhaneddin Musa Bey｣(~1357年)
1352年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Ramazan･ﾍﾞｲ｣(~1378年)
1352年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1352年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(~1428年死去)
1352年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<退位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ2世｣,｢ｱﾌﾞｰ･ﾀﾋﾞﾄﾞ1世｣ﾏﾘｰﾝ朝支配(~1359
  年)
1352年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<領土分割>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世偉大公｣⇒ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公(~13790218死去);｢
  ﾖﾊﾝ1世｣⇒ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ公(~1393年)
1352年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｶｲｸはｾﾃﾞｽ･ﾌﾚﾃﾞﾌﾞﾙｸからﾏｰｸへ移管
1352年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾀｶﾊﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1353年1月)
1352年1月2日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平6年12月15日|<薩た峠の戦い>駿河国薩た峠において足利尊
  氏軍の宇都宮氏綱は足利直義軍の足利直常を破る
1352年1月4日-09:00|日本|埼玉県白岡市|正平6年12月17日|高麗経澄､足利義詮の命を受け鬼窪(白岡)に挙兵
1352年1月5日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|正平6年12月18日|<那和(堀口町)合戦>宇都宮氏綱､足利直義方桃井
  播磨守直常･長尾左衛門尉の北陸道7ヶ国勢1万余騎を破る
1352年1月6日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|正平6年12月19日|宇都宮軍､快進撃/上野国那和荘で上杉氏配下の桃
  井播磨守､長尾左衛門の軍勢を撃破
1352年1月6日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平6年12月19日|足利直義方石塔義房､頼房父子･児玉党3千余
  騎､北から桜野坂(由比町入山)今川上総守範氏･南部一族･羽切遠江守3百余騎攻め､大類弾正･富田氏ら討死し
  敗れる
1352年1月7日-09:00|日本|神奈川県川崎市多摩区|正平6年12月20日|宇都宮軍､武蔵国府中に押し寄せる/小沢城
  を焼き払い､金井原でも戦闘
1352年1月10日-09:00|日本|  ||正平6年12月23日|神器が南朝方に回収され政権の南朝側への無条件返還
1352年1月14日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元17年12月27日|<即位>高麗王｢恭愍王｣(~13741027死去)
1352年1月14日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平6年12月27日|<薩た峠(由比町西倉沢)合戦>直義方由比･蒲



1370迄(1504件)

  原陣に､追手の大将山内上杉憲顕･相模守護三浦高通､内房(芝川町内房)搦手の大将石塔入道義房､右馬頭頼房
  父子｡足利直義は伊豆国府(三島市)に本陣構える｡宇都宮氏綱3万余騎が後方に回る前に薩た山を攻落そうとす
  る/伊達景宗･平間刀帯左衛門尉･景宗若党小林彦太郎戦功｡尊氏方の西山季吉討死/高橋八郎吉清討死/石塔義
  房･頼房父子の家臣大宅氏･大内氏一族､由比桜野御堂崎で全滅
1352年1月15日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平6年12月28日|巨鼇山清見興国禅寺(興津清見寺町)･瑞雲院
  (興津清見寺町)戦火により焼失
1352年1月16日-09:00|日本|神奈川県小田原市|正平6年12月29日|足利尊氏党高麗経澄ら､直義軍を相模足柄山に
  破る/ついで尊氏(47)は伊豆国府に進む
1352年1月16日-09:00|日本|山梨県|正平6年12月29日|甲斐国でも合戦があり､尊氏派の信濃守護小笠原政長が直
  義派武田上野介軍に勝利
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<再任>九州探題(北朝方尊氏方)｢一色直氏｣(~正平13･延文3(135
  8)年)
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<任命>伊勢･志摩国守護｢細川清氏｣(~同年)⇒｢仁木義長｣(~延文
  5･正平15(1360)年7月)
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<任命>越前国守護｢斯波高経｣(~正平21･貞治5(1366)年8月失脚)
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<任命>下野国守護｢仁木頼章｣(~同年)⇒｢宇都宮氏綱｣(~正平18･
  貞治2(1363)年)
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<任命>上総国守護｢千葉氏胤｣(~文和4･正平10(1355)年5月8日)
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<任命>丹後･丹波国守護｢高師詮｣(~翌年6月12日死去)
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年|<任命>筑前国守護｢一色直氏｣(~正平10･文和4(1355)年10月)
1352年1月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元18年|元風の胡服弁髪令の廃止
1352年1月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年1月1日|足利直義､足利尊氏の降伏勧告を受け入れ降伏
1352年1月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7･観応3年1月5日|足利尊氏は鎌倉に入り占領
1352年2月16日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年2月|<交替>備中国守護｢高南宗継(高一族)｣⇒｢秋葉備中守｣(~正
  平10･文和4(1355)年)
1352年2月16日-09:00|日本|山口県下関市|正平7･観応3年2月1日|足利直冬の党･大館右馬助ら門司･赤間関に侵
  入､細川清氏の軍に敗れる
1352年2月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正12年2月1日|郭子興､濠州(安徽臨淮関)で兵を起こす
1352年2月23日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ﾐﾝﾋﾞｬｰｸ･ｼﾊﾊﾟﾃ｣(~1364年4月)
1352年3月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾘﾒﾘｯｸ司教ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾛｯｸﾌｫｰﾙ｣(~6.14)
1352年3月11日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年2月25日|<任命>遠江国守護｢今川範氏｣(~8月)
1352年3月11日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|正平7･観応3年2月25日|延暦寺別院の祇園社(現八坂神社)､妙
  顕寺法華堂を破却
1352年3月12日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年2月26日|後村上天皇(24)､賀名生より摂津住吉に向かう
1352年3月12日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7･観応3年2月26日|<死去>足利直義､鎌倉･延福寺で兄尊氏に毒
  殺される/47歳(誕生:嘉元4(1306)0226)
1352年3月14日-09:00|日本|神奈川県三浦市|正平7･観応3年2月28日|新田義興･義宗､三浦に奔る/葛山左衛門尉
  惟光､新田義宗挙兵の時参加する
1352年3月17日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年閏2月|<任命>越後国守護｢宇都宮氏綱｣(~正平17･康安2(1362)年)
1352年3月17日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年閏2月|<任命>上野国守護｢宇都宮氏綱｣(~貞治2･正平18(1363)年2
  月)
1352年3月17日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年閏2月|<任命>能登国守護｢吉見氏頼｣(~天授5･康暦元年閏4月14日
  )
1352年3月17日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年閏2月1日|南朝方は､北朝の崇光院､光厳上皇､光明上皇と直仁親
  王を八幡に迎え､次いで吉野へ奉還
1352年3月17日-09:00|日本|京都府京都市下京区|正平7･観応3年閏2月1日|祇園社､仏光寺を焼く
1352年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯｢ｵﾋﾞｯﾂｫ3世｣
1352年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱﾙﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾉ3世｣(~13611103死去)
1352年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾃﾞﾅ侯｢ﾆｯｺﾛ2世｣(~1361年)
1352年3月22日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年閏2月6日|<任命>(南朝)征夷大将軍｢宗良親王｣(~1377年)
1352年3月31日-09:00|日本|群馬県|正平7･観応3年閏2月15日|新田義貞の遺児新田義興･義宗は､鎌倉奪還を目指
  し､従兄弟の脇屋義治や南朝に降伏していた北条時行らとともに､上野国で挙兵､同日中に上野国を平定
1352年4月1日-09:00|日本|長野県|正平7･観応3年閏2月16日|征夷大将軍に任じられた宗良親王も信濃国で諏訪
  直頼らと挙兵
1352年4月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7･観応3年閏2月18日|<武蔵野合戦(武蔵国)>南朝勢新田義宗､鎌
  倉に入り武蔵国神奈川に転進していた足利尊氏を追走
1352年4月5日-09:00|日本|京都府京都市下京区|正平7年閏2月20日|<死去>阿波国守護｢細川頼春｣七条大宮の戦
  いで戦死､頼之が継ぐ(~建徳3･応安5(1372)年)
1352年4月5日-09:00|日本|京都府京都市下京区|正平7･観応3年閏2月20日|北畠顕能･楠木正儀ら南朝軍が細川顕
  氏以下の幕府軍と七条大宮で激戦となり南朝軍が勝利､南北朝分裂以降初めて京都を奪回/侍所頭人細川頼春
  が戦死/足利義詮は近江へ没落､三条殿も消失/南朝は光厳上皇･光明上皇･崇光天皇･皇太子直仁親王の身柄を
  拘束
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1352年4月5日-09:00|日本|京都府八幡市|正平7･観応3年閏2月20日|後村上天皇は行宮を賀名生から河内国東条,
  摂津国住吉,さらに山城国男山八幡へ移した
1352年4月5日-09:00|日本|東京都府中市|正平7･観応3年閏2月20日|<武蔵野合戦>足利尊氏､人見原で新田義宗を
  破る/新田義興は鎌倉へ/北畠顕信､鎌倉へ
1352年4月6日-09:00|日本|京都府八幡市|正平7･観応3年閏2月21日|南朝､光厳上皇･光明上皇･崇光天皇･直仁親
  王の身柄を拘束し､八幡へ連行/三種の神器も天皇も失い､北朝は一時的に完全消滅
1352年4月8日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年閏2月23日|足利義詮(22)､観応の年号を復活
1352年4月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7･観応3年閏2月23日|新田義興･脇屋義治､鎌倉を攻め､足利基氏
  を破り走らす/南朝新田義興と北条時行は鎌倉を出て三浦半島へ逃亡
1352年4月13日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7･観応3年閏2月28日|南朝新田義興が三浦隆道軍勢を率いて鎌
  倉に侵入､南宗継･宗直(宗継子息)､石塔義基(頼房の兄)らの軍勢と交戦､幕府軍敗北/宗継は鎌倉公方基氏を奉
  じて石浜の尊氏軍の許に脱出
1352年4月13日-09:00|日本|埼玉県|正平7･観応3年閏2月28日|<武蔵野合戦>足利尊氏と宗良親王･新田義宗の軍
  が武蔵国で激戦/小手指原(埼玉県所沢市)には畠山国清､入間河原(埼玉県狭山市)･高麗原(埼玉県日高市)には
  足利尊氏､仁木頼章､薬師寺公義が出陣/尊氏は一時､切腹を覚悟するほど追い込まれたが仁木頼章､義長兄弟の
  活躍もあり逆転⇒その後<笛吹峠の戦い(武蔵国)>尊氏軍と義宗軍が武蔵国笛吹峠で最期の大決戦/尊氏軍勝利
  ､上杉憲顕は信濃国へ､新田義宗は越後国へ没落/尊氏はこれ以後関東を完全に制圧
1352年4月15日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年3月|<任命>伊豆国守護｢畠山国清｣(~康安元･正平16(1361)年11月
  )
1352年4月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正12年閏3月|朱元璋が郭子興軍に参加
1352年4月16日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7･観応3年3月2日|南朝新田義興･脇屋義治･北条時行は義宗勢
  の敗北を知り持ちこたえられないと判断したため鎌倉を脱出し､相模国河村城(神奈川県足柄上郡山北町)に立
  て籠もった
1352年4月17日-09:00|日本|愛知県西尾市|正平7･観応3年3月3日|南朝によって八幡に捕らえられていた北朝の
  光厳上皇･光明上皇･崇光上皇･直仁親王･尊胤法親王らが､正儀の本拠地である東条に遷された
1352年4月23日-09:00|日本|京都府|正平7年3月9日|<死去>元丹後国守護｢上杉朝定｣(生年1321年)
1352年4月25日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年3月11日|足利尊氏(47)､観応の年号を復活
1352年4月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平7;観応3年3月12日|<武蔵野合戦>足利尊氏は鎌倉を奪還/敗れ
  た義興と義治は越後に逃亡､北条時行は鎌倉付近で足利基氏の手の者に捕らえられた
1352年4月29日-09:00|日本|京都府京都市|正平7;観応3年3月15日|<八幡の戦い>北朝方足利義詮は､近江の佐々
  木道誉･四国の細川顕氏･美濃の土岐頼康･播磨の赤松氏らに､足利直義派だった山名時氏や斯波高経らの協力
  も得ては京都を奪還/官軍は京都南郊の各所で防戦し､楠木正儀が赤松則祐､土岐頼康らの軍を洞峠､荒坂山で
  撃ち破った
1352年4月29日-09:00|日本|宮城県多賀城市|正平7;観応3年3月15日|吉良貞家､陸奥国府(多賀)を奪回
1352年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ2世｣
1352年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世｣(⇒1354年ﾊﾞﾙ公~14110412死去)
1352年5月1日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|正平7;観応3年3月17日|楠木正儀は摂津国神崎で摂津国守護赤松光範･
  社本基長らと戦い敗退
1352年5月11日-09:00|日本|京都府八幡市|正平7;観応3年3月27日|楠木正儀は和田助氏･淡輪助重らを率いて､洞
  ヶ峠(現在の京都府八幡市と大阪府枚方市の境)南から荒坂山(現在の京都府八幡市美濃山荒坂)で幕府の赤松
  光範･土岐頼康を撃破し､さらに頼康の弟土岐頼里を敗死させた
1352年5月14日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年4月|<交替>信濃国守護｢小笠原政長｣⇒子の｢小笠原長基｣(~正平2
  1･貞治5(1366)年)
1352年5月23日-09:00|日本|愛媛県|正平7;観応3年4月10日|伊予の南朝軍蜂起し､河野通盛と戦う
1352年5月27日-09:00|日本|広島県安芸高田市|正平7;観応3年4月14日|毛利親衡が安芸吉田荘に挙兵､尊氏の将
  武田氏信がこれを攻撃
1352年5月30日-09:00|日本|広島県安芸高田市|正平7;観応3年4月17日|武田氏信,高田郡祢村城から毛利弥次郎
  を追落す
1352年6月4日-01:00|ｽｲｽ|  |||｢ﾂｰｸ同盟｣が成立
1352年6月7日-09:00|日本|京都府八幡市|正平7;観応3年4月25日|幕府軍､石清水八幡宮に火を放つ/北畠顕能の
  家臣紀伊国熊野の湯河荘司までが幕府軍に投降
1352年6月11日-09:00|日本|宮崎県|正平7;観応3年4月29日|畠山直顕･伊東八郎ら直冬与党､穆佐院及び島津荘に
  侵入
1352年6月16日-09:00|日本|京都府八幡市|正平7;観応3年5月4日|八幡の西の尾崎､如法経塚の上に陣取る細川陸
  奥守顕氏の勢が､官軍の夜襲を受けて潰滅/土岐､佐々木､山名､赤松の陣はいささかも動じず
1352年6月23日-09:00|日本|京都府八幡市|正平7;観応3年5月11日|<八幡の戦い>後村上天皇は側近とともに包囲
  を脱出し男山八幡は陥落/後村上天皇を守るために四条隆資､一条内嗣(経通の子)､滋野井実勝ら公卿が戦死
1352年6月27日-01:00|ｽｲｽ|  |||｢ｸﾞﾗｰﾙｽ同盟｣が成立
1352年7月10日-09:00|日本|愛知県津島市|正平7;観応3年5月28日|尾張国津島社の遷宮が行われる
1352年7月10日-09:00|日本|広島県安芸高田市|正平7;観応3年5月28日|武田氏信,高田郡内部城より毛利元春を
  追落す
1352年7月13日-09:00|日本|奈良県五條市|正平7;観応3年6月2日|南朝､光厳(39)､光明(32)､崇光(18)三上皇らを
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  河内国東条から賀名生へ移す
1352年7月19日-09:00|日本|富山県|正平7;観応3年6月8日|吉見氏頼､能登を攻略して越中に進み､桃井直常らを
  破る
1352年7月19日-09:00|日本|広島県安芸高田市|正平7;観応3年6月8日|武田武信,高田郡吉田城に毛利元春を攻め
  ,元春降参.ついで同城を破却
1352年8月5日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年6月25日|<再任>北朝関白｢二条良基｣(~延文3･正平13(1358)年12月
  29日)
1352年8月11日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年7月|<交替>近江国守護｢山内直綱｣⇒｢六角義信｣(~翌年6月)
1352年8月11日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年7月|<任命>河内国守護｢高師秀｣(~文和2･正平8(1353)年)
1352年8月15日-09:00|日本|  ||正平7･文和元年7月5日|<死去>讃岐･土佐･和泉国守護｢細川顕氏｣
1352年8月15日-09:00|日本|  ||正平7･文和元年7月5日|<任命>讃岐･土佐国守護｢細川繁氏｣顕氏の子(~正平14･
  延文4(1359)年6月6日死去)
1352年8月15日-09:00|日本|  ||正平7･文和元年7月5日|<任命>和泉国守護｢細川業氏｣顕氏の養子(~翌年3月)
1352年8月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｵｯﾄｰ3世｣
1352年9月2日-09:00|日本|熊本県|正平7;観応3年7月23日|島津氏久が大隈隈本･北里両城を攻略､畠山直顕は氏
  久攻撃を図り､ついで直顕の子宗泰が氏久を破る
1352年9月3日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年7月24日|室町幕府が近江･美濃･尾張で｢半済令｣を施行/守護が年
  貢の半分を軍費として取得する権限を認める
1352年9月4日-09:00|日本|岐阜県|正平7･観応3年7月25日|三河･遠江の南朝(吉良満貞･石塔頼房)､美濃長盛で､
  美濃守護土岐頼康により敗れる
1352年9月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞﾄﾑ公｢Wladyslaw｣
1352年9月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢Boleslaw1世｣(~13551004死去)
1352年9月9日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年8月|<交替>伊賀国守護｢仁木義長｣⇒｢細川清氏｣(~翌年)
1352年9月9日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年8月|<交替>因幡国守護｢今川頼貞｣⇒｢高師秀｣(~不詳)
1352年9月9日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年8月|<交替>遠江国守護｢今川範氏｣⇒父の｢今川範国｣(~正平20･貞
  治4(1365)年)
1352年9月9日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年8月|<交替>出雲･隠岐国守護｢山名時氏｣⇒<再任>｢京極高氏｣(~正
  平20･貞治4(1365)年)
1352年9月20日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~13550906)
1352年9月25日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年8月17日|<践祚>北朝方は神器無しで強引に崇光上皇の弟･弥仁親
  王/正平8年12月27日北朝4代後光厳天皇として即位
1352年9月29日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年8月21日|半済令制定(適用国に伊勢･志摩･伊賀･和泉･河内五ｶ国
  を追加)
1352年10月9日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年9月|<交替>周防国守護｢河野通盛｣⇒｢大内弘直｣長弘の息子(~文
  和3(1354)年戦死)
1352年10月9日-09:00|日本|  ||正平7;観応3年9月|<交替>豊前国守護｢大友氏泰｣⇒弟の｢大友氏時｣(~文和3･正
  平9(1354)年解任)
1352年10月16日-09:00|日本|静岡県島田市|正平7･観応3年年9月8日|東光寺を味方に抱き込み今川範氏･伊達景
  宗､20日間連日攻め､大津城(野田城山)攻落.鴾彦太郎･四郎右衛門兄弟･佐竹兵庫入道･藁科氏､徳山城へ退却
1352年10月18日-09:00|日本|  ||正平7･観応3年9月10日|<死去>常陸国守護｢佐竹貞義]義篤が継ぐ(~正平17(136
  2)年1月12日死去)
1352年10月23日-09:00|日本|島根県|正平7;観応3年9月15日|山名時氏は師氏が伯耆に帰着してのち､導誉への遺
  恨を晴らすべくその分国出雲国へ侵攻し､導誉の目代吉田厳覚を追い出し､ついで､出雲､伯耆､隠岐､因幡の四
  ヵ国を攻め従える
1352年11月4日-09:00|日本|  ||文和元･正平7年9月27日|<任命>若狭国守護｢斯波家兼｣(~文和3･正平9(1354)年9
  月)
1352年11月4日-09:00|日本|  ||正平7･文和1年9月27日|北朝は正平統一はなされなかったとして従来の観応か
  らの改元を行い､文和元年とした
1352年12月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第198代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ6世｣[1291年生～](享年61)
1352年12月8日-09:00|日本|福岡県飯塚市|正平7;文和1年11月|足利直冬は筑前国椿･忠隈で一色道猷に敗北/大
  宰府を脱出し､長門国豊田城に入城
1352年12月10日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|文和元･正平7年11月3日|楠木正儀は大攻勢を仕掛け､吉良満貞･石塔
  頼房と共に､摂津国尼崎溝口に兵を進めた/摂津国で抗戦した主な幕将は赤松光範.石塔頼房は数百騎をもって
  神埼を攻め､同地の幕府軍は戦わずに逃走/打出浜でも戦いがあり､幕府軍は敗退して神呪寺に籠城
1352年12月15日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|正平7;文和1年11月8日|今川頼貞,坂城を囲む武田氏信の軍を
  追落す
1352年12月19日-09:00|日本|山口県下関市|正平7;文和1年11月12日|直冬,長門国豊田城で幕府軍に敗れ,南朝に
  下る
1352年12月24日-09:00|日本|広島県安芸高田市|正平7;文和1年11月17日|今川頼貞,武田氏信の高田郡三田馳山
  陣を攻略
1352年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ中部ﾄｽｶｰﾅ州で地震(M5.7)死者2千人
1352年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ｹﾝﾄ伯｢ｼﾞｮﾝ｣



1370迄(1504件)

1352年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ｹﾝﾄ女伯｢ｼﾞｮｰﾝ｣(~13850807死去)
1352年12月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第199代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ6世｣(~13620912死去)
1352年12月31日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|正平7;文和1年11月24日|楠木正儀､石塔頼房らの南朝軍が伊丹瓦で
  佐々木京極秀綱(佐々木道誉嫡男)･高秀(秀綱の弟)軍に勝利
1352年12月31日-09:00|日本|福岡県太宰府市|正平7;文和1年11月24日|観音寺において一色･少弐両軍は戦いを
  交え､頼尚らは打ち負け居城浦の城に逃げ込んだ/菊池武光が援軍として一色軍の囲みを破り頼尚らを助けた
1353年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ｶｰﾝﾑｱﾝ｣(~1363年)
1353年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾑｰﾛﾑ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~不詳)
1353年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾄｶﾞ･ﾃﾑﾙ｣
1353年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Yahya ibn Karawi｣(~1356年死去)
1353年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ1世｣(2回目~1356年)
1353年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<退任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｶｰﾙ｣
1353年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<領土分割>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公(~13890415死去
  );｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公(~14041213死去);｢ｼｭﾃﾌｧﾝ2世｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公(⇒上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公
  兼下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公~13750513死去)
1353年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾞｯｶﾁｵが｢ﾃﾞｶﾒﾛﾝ｣を完成､ﾌｪﾚﾝﾁｪでのﾍﾟｽﾄの惨状などを描写
1353年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾌﾞﾚﾁﾝ司教ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾃﾞ･ﾙｰｼｬﾙ｣(~1370年)
1353年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱｼﾞｭﾗﾝｱﾌﾞﾙｻﾙｼﾞｬ｣(~1356年6月)
1353年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯(ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ家)ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ1世(13560110選帝侯~13900216)
1353年1月5日-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王｢ﾌｧｰ･ｸﾞﾑ(ﾌｧｰﾗｰﾄｰﾗﾆｰ)｣ﾗｵ族の統一国家として､ｼｴﾝﾄｰﾝを起点
  に建国(~1372年退位)
1353年2月3日-09:00|日本|神奈川県南足柄市|正平7;文和1年12月29日|<さった峠の戦い(駿河国)>尊氏党高麗経
  澄ら､直義軍を相模足柄山に破る
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<交替>伊賀国守護｢細川清氏｣⇒｢仁木義長｣再任(~延文5･正平15(
  1360)年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<再任>九州探題(南朝方･直冬方)｢足利直冬｣(~正平16･延文6(136
  1)年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8･文和2年|<死去>長門国守護｢厚東武直｣義武が継ぐ(~延文3･正平13(1358)
  年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<任命>(南朝)豊前国守護｢少弐頼尚｣(~正平12･延文2(1357)年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢土岐頼康｣(~1354年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<任命>摂津国西半国守護｢赤松則祐｣(~正平10･文和4(1355)年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<任命>丹後国守護｢仁木頼勝｣(~正平15･延文5(1360)年)失脚)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<任命>日向国守護｢一色直氏｣(~正平12･延文2(1357)年)
1353年2月5日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年|<任命>肥前国守護｢一色範光｣(~不詳)
1353年2月5日-08:00|中国|  ||元･至正13年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ｻﾝｶﾞ(桑哥)｣ｵﾙｸ･ﾃﾑﾙの子
1353年2月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹豊13年|ﾁｬﾝﾊﾟ王国(占城国)国王茶和布底､陳朝の援助を受けた制某に攻
  められたが､これを撃退
1353年2月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ｼﾞｪﾉｳﾞｧ人に対するﾎﾞｽﾌｫﾗｽの戦い
1353年2月14日-09:00|日本|広島県福山市|正平8;文和2年1月10日|山名時氏の軍勢､備前に侵攻し備前備中の北
  党を迫山に破がの後､三吉秀経､同覚弁等を率いた北党の石橋和義との合戦に敗れる(15日には備前を引退く)
1353年3月6日-01:00|ｽｲｽ|  |||最初の三州に加えてｸﾞﾗｰﾙｽ､ﾂｰｸの両州とﾙﾂｪﾙﾝ､ﾁｭｰﾘｯﾋ､ﾍﾞﾙﾝの各都市が原初同盟
  と個々に同盟を結ぶという形で同盟に加わった｢八州同盟｣
1353年3月6日-09:00|日本|  ||正平8･文和2年2月|<任命>摂津国東半国守護｢細川繁氏｣(~同年)
1353年3月7日-09:00|日本|福岡県筑紫野市|正平8;文和2年2月2日|<針摺原の戦い>少弐頼尚･菊池武光･太宰府の
  南軍､一色氏を破る
1353年3月11日-09:00|日本|大阪府高槻市|正平8;文和2年2月6日|足利義詮､佐々木道誉､赤松則祐､細川頼之以下
  の幕府軍と山名時氏･師義､石塔頼房､楠木正儀以下の直冬軍が､摂津国神内山付近で大規模交戦/幕府軍の圧勝
  ､直冬軍は多大な損害を出した
1353年3月13日-09:00|日本|京都府京都市中京区|正平8;文和2年2月8日|足利尊氏軍が錦小路猪熊大宮付近で直
  冬軍と交戦/西から義詮軍が到着し挟撃され､補給路を断たれ直冬軍は劣勢に
1353年3月16日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|正平8･文和2年2月11日|今川範氏､萩多和城(日向)を背後から攻
  め敵を追い落す
1353年3月18日-09:00|日本|静岡県榛原郡川根本町|正平8･文和2年2月13日|今川範氏､護応土城(藤川)攻める｡伊
  達右近将監景宗､舎兄と共に敵を追い落とし､砦を焼き払った
1353年3月20日-09:00|日本|和歌山県|正平8;文和2年2月15日|南朝の公卿四条隆俊が紀伊に入り楠木氏らの活躍
  で幕府軍を破る
1353年3月30日-09:00|日本|静岡県榛原郡川根本町|正平8･文和2年2月25日|今川範氏､南朝側徳山城攻略.伊達右
  近将監景宗､夜襲し城内突入
1353年3月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉがﾌｨﾚﾝﾂｪと和平条約を結ぶ
1353年4月-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾞﾝｸﾄ2世ｱﾙｺﾞｯﾄｿﾝ｣ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領地を付与(~1357年)
1353年4月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾏﾀｲｵｽ･ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽ｣共同皇帝.ﾖﾊﾈｽ6世ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽとﾐｶｴﾙ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞ
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  ｽの孫娘ｲﾘﾆ･ｱｻﾆﾅ･ｶﾝﾀﾞｸｼﾞﾆの長子(~1357.12退位~13830615死去)
1353年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｷﾞﾄﾞｩｯﾁｮのｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ｣｢ｼﾓﾆｰﾉのﾆｰﾉ｣
1353年4月5日-09:00|日本|  ||正平8･文和2年3月|<交替>和泉国守護｢細川業氏｣⇒｢畠山国清｣(~正平11･文和5(1
  356)年)
1353年4月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ9世｣
1353年4月16日-09:00|日本|京都府京都市南区|正平8;文和2年3月12日|尊氏軍が直冬の本陣東寺に突入/直冬は
  石清水八幡宮に撤退し､その後､中国地方へ没落
1353年4月22日-09:00|日本|大阪府富田林市|正平8;文和2年3月18日|幕将仁木義長が佐藤元清らを率いて､河内
  国東条(正儀の本拠地)を攻め勝利
1353年4月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ公･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｼﾒｵﾝ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｺﾞｰﾃﾞｨ｣
1353年4月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ公｢ｲﾜﾝ2世ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｸﾗｽﾇｲ｣(~13591113死去)
1353年4月27日-09:00|日本|大阪府吹田市|正平8;文和2年3月23日|南朝は反撃に転じ､吉良(吉良満貞)･石塔(石
  塔頼房)が､摂津国吹田で土岐頼康の軍に攻撃を仕掛けるが､数十人が討ち取られ､40人が幕軍の捕虜となった｡
  一方､土岐頼康の側も一定の死者を出し､勢いに押されて翌24日には神埼･尼崎に陣を移した
1353年5月4日-09:00|日本|神奈川県足柄上郡山北町|正平8;文和2年4月1日|河村城は落城､義興も脇屋義治も越
  後へと落ち延びていった
1353年5月8日-09:00|日本|京都府京都市上京区|正平8;文和2年4月5日|京都大風､真言院転倒
1353年5月21日-09:00|日本|愛知県津島市|正平8;文和2年4月18日|幸城､尾張国常楽寺の聖観音菩薩坐像を造立
1353年6月2日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|正平8;文和2年5月|南朝軍は和泉国土丸城を攻め落として城主の日
  根野時盛を敗走させた
1353年6月5日-09:00|日本|福島県郡山市|正平8;文和2年5月4日|北朝軍陸奥の諸将､宇津峰城を落とす/北畠顕信
  ､藤島へ
1353年6月17日-09:00|日本|大阪府大阪市|正平8;文和2年5月16日|楠木正儀は摂津国渡辺で土岐頼康を攻めて撃
  破し､幕府軍の伊丹基長が橋を焼き切って正儀の追撃を防いだ
1353年6月21日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平8;文和2年5月20日|足利尊氏が北条時行､長崎駿河四郎､工藤二
  郎を鎌倉の龍口で処刑
1353年6月30日-08:00|中国|  ||元･至正13年5月29日|塩の運搬業者張士誠､高郵(江蘇高郵)で誠王を称し､国号
  を周､年号を天祐(-1357)とする
1353年7月2日-09:00|日本|  ||文和2･正平8年6月|<交替>近江国守護｢六角義信｣⇒父の｢六角氏頼｣再任(~正平25
  ･応安3(1370)年6月7日死去)
1353年7月7日-09:00|日本|滋賀県大津市|正平8;文和2年6月6日|足利義詮が南朝の進軍を警戒し北朝の後光厳天
  皇を関白二条良基の押小路亭へ移し､次いで比叡山延暦寺に行幸させた
1353年7月9日-09:00|日本|京都府京都市|正平8;文和2年6月8日|南朝本軍がついに上洛し勢いに押され､義詮は
  神楽岡吉田神社まで退却
1353年7月10日-09:00|日本|京都府京都市|正平8;文和2年6月9日|南朝の官軍3000余騎､八條､九條の在家に火を
  かけ､山陰道の寄手､山名師氏(師義)等5000騎は梅津､桂､嵯峨､仁和寺､西七條に火をかけて､京中に追寄せる/
  山名が執事小林右京亮､佐々木が勢に打勝ち､山名師氏(師義)は土岐が勢に打勝つ/吉良､石堂､原､蜂屋､宇都宮
  民部少輔､海東､和田､楠は細川清氏に打勝つ/足利義詮の軍勢大敗し､義詮､東坂本に逃れる/幕府高師詮･赤松
  則祐らが京に入るが､義詮が敗走した後だったため､西山に撤退/南朝は京の制圧を確定し､以降(7月24日の撤
  退まで)京都では南朝の｢正平｣の年号が用いられた
1353年7月13日-09:00|日本|京都府京都市西京区|文和2･正平8年6月12日|<死去>丹後･丹波国守護｢高師詮｣京都
  西山で山名軍と交戦し戦死
1353年7月13日-09:00|日本|京都府京都市西京区|正平8;文和2年6月12日|山名時氏勢､義詮に与して西山に陣取
  る高師詮､萩野朝忠を撃つ/朝忠は落ち延びる
1353年7月14日-09:00|日本|滋賀県|正平8;文和2年6月13日|足利義詮(23)､近江国にて南朝に敗北し､後光厳天皇
  (15)を奉じ美濃国垂井宿小島に移る/京極秀綱､戦死
1353年7月14日-09:00|日本|千葉県|文和2年6月13日|<死去>上総守護｢佐々木秀綱｣(生年生年未詳)
1353年7月31日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年7月|<任命>関東執事｢畠山国清｣(~康安元(1361)年11月23日)
1353年7月31日-09:00|日本|  ||正平8;文和2年7月|<任命>相模国守護｢河越直重｣(~正平18･貞治2(1363)年解任)
1353年8月25日-09:00|日本|京都府京都市|正平8;文和2年7月26日|足利義詮､京都を奪回
1353年8月27日-09:00|日本|兵庫県|正平8;文和2年7月28日|南朝の原氏と蜂屋氏の軍勢が奮闘､幕府の近江守護
  後見山内定詮･佐々木高秀ら3,000騎を撃破/同日､足利義詮が丹波･神埼を攻めたため､南朝山名時氏は丹波国
  を退き端午の丹後･但馬へ逃走､楠木正儀もまた神埼を撤退
1353年8月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ海軍が､ｱﾙｹﾞﾛ海の戦いでｼﾞｪﾉｳﾞｧを破る
1353年8月30日-09:00|日本|  ||文和2･正平8年8月|<再任>近江守護｢佐々木六角氏頼｣
1353年9月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1353年9月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ6世｣(~13720321死去)
1353年9月9日-09:00|日本|  ||文和2･正平8年8月11日|<交替>駿河国守護｢今川範国｣隠居⇒嫡男の｢今川範氏｣(~
  正平20･貞治4(1365)年4月30日死去)
1353年9月13日-09:00|日本|広島県尾道市|正平8;文和2年8月15日|尾道西郷寺本堂の造立成る
1353年9月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ｺﾄﾛﾏﾝ･ｽﾃﾊﾟﾆｯﾁ｣
1353年9月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄｳﾞﾙﾄｺ1世ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾗｳﾞｨｯﾁ｣(~1366
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  年2月)､摂政｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ･ｺﾄﾛﾏﾆｯﾁ｣(~1354年没)
1353年10月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1353年10月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ1世｣(~13900216死去)
1353年10月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗｰﾉ､ｼﾞｪﾉｳﾞｧを配下に
1353年11月15日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ1世｣ｶｰﾙ1世の兄弟(⇒13540313､ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公)
1353年12月4日-09:00|日本|山形県最上郡最上町|正平8;文和2年11月8日|宇都宮氏､宗良親王(42)･新田氏の拠る
  小国城を攻略/足利直冬､山名氏を頼る
1353年12月8日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾙﾈｲﾔﾝ｣(~13550824没)
1353年12月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,ｼﾞｪﾉｳﾞｧとｳﾞｨｽｺﾝﾃｨに対抗してｶﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾃﾞｯﾗ･ｽｶｰﾗと同盟/ﾌｪｯﾗｰﾗ
  公､同盟に加入
1353年12月27日-09:00|日本|  ||文和2･正平8年12月|<死去>奥州管領(直義方)｢吉良貞家｣
1354年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Shihu'd-Din｣(~1373年)
1354年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾄﾞﾗｺﾞｼｭ｣
1354年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｻｽ｣(~1363年没)
1354年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ領主｢Waleran2世｣
1354年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ領主｢John1世｣(~13640517死去)Waleran2世の息子
1354年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｲｳﾞｧﾙ･ｳﾞｨｸﾞﾌｿﾝ･ﾎﾙﾏｰ｣(~1357年)
1354年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏｰﾁ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣先代の孫(~13600226死去)
1354年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｳｽﾏｰﾝ･ｶﾅﾌｧ｣(~1362年)
1354年1月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅｳﾞｧﾙ王ｼｬﾙﾙ(ｶﾙﾛｽ2世､悪王)と王弟ｵﾙﾚｱﾝ公ﾌｨﾘｯﾌﾟ(ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ)､ﾌﾗﾝｽ北西
  部ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰのﾚｰｸﾞﾙで､王軍の最高指揮官｢ﾌﾗﾝｽ大元帥｣のｼｬﾙﾙ･ﾃﾞｽﾊﾟｰﾆｭを殺害
1354年1月16日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公(ｱﾙｺﾞｽ･ﾅﾌﾌﾟﾘｵ)｢ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ｼｬﾃｨﾖﾝ｣
1354年1月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾊﾞﾙﾄﾞｩｲﾝ｣
1354年1月25日-09:00|日本|  ||正平9･文和3年|<解任>豊前国守護｢大友氏時｣
1354年1月25日-09:00|日本|  ||正平9･文和3年|<死去>周防国守護｢大内弘直｣戦死､弘世が継ぐ(~天授6･康暦2(1
  380)年11月15日死去)
1354年1月25日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年|<任命>伊予国守護｢細川頼之｣(~康暦元･天授5年(1379)年閏4月1
  4日罷免)
1354年1月25日-09:00|日本|  ||正平9･文和3年|<任命>奥州管領(足利直冬方)｢石塔義憲｣(~同年末)
1354年1月25日-09:00|日本|  ||正平9･文和3年|<任命>奥州管領｢吉良満家｣(~正平12･延文2(1357)年)
1354年1月25日-09:00|日本|静岡県島田市|正平9;文和3年|<焼失>駿河千葉山智満寺
1354年1月25日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年1月|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢佐竹義篤｣(~1357年)
1354年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世(故ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の子､善良王)と｢ﾅｳﾞｧﾙ王｣ｼｬﾙﾙ(ｶﾙﾛｽ2世､悪
  王)､｢ｲﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣と｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ｣の国境､現ﾏﾝﾄ=ﾗ=ｼﾞｮﾘｰで｢ﾏﾝﾄ条約｣を結ぶ/ｼｬﾙﾙ･ﾃﾞｽﾊﾟｰﾆｭ殺害を不問とし､｢ﾎﾞ
  ｰﾓﾝ･ﾙ･ﾛｼﾞｪ伯領｣とﾌﾗﾝｽ北西部のｺﾀﾝﾀﾝ半島(ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ半島)を与える
1354年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝﾄﾙｺ軍がﾀﾞｰﾀﾞﾈﾙ海峡をわたり､ｶﾞﾘﾎﾞﾘを攻略
1354年3月13日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ1世｣ﾛﾚｰﾇから正式分離し公国建国(~13831208
  没)
1354年3月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾄﾞｳﾞｧ君主､ﾌｧｴﾝﾂｧ君主､ﾎﾞﾍﾐｱ王ｶﾚﾙ四世､ｼﾞｪﾉｳﾞｧとｳﾞｨｽｺﾝﾃｨに対する同盟に
  加わる
1354年3月25日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾓｽｸﾜ公ｲﾜﾝ2世ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ･ｸﾗｽﾇｲ｣(~13591113没)
1354年4月2日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Guillaume Stury｣(~1357.4)
1354年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾌﾗﾝｽとの休戦協定を延長/ﾌﾗﾝｽがｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞと同盟を結ぶ
1354年4月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏﾝﾄｳﾞｧ領主もｼﾞｪﾉｳﾞｧとｳﾞｨｽｺﾝﾃｨに対する同盟に加わる
1354年4月24日-09:00|韓国/日本|  ||正平9;文和3年4月|倭寇､高麗全羅道の船四十余艘を奪う
1354年5月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾎﾞｴﾑﾝﾄ2世｣(~13620404)
1354年5月10日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年4月17日|<死去>北畠親房/62歳(誕生:正応6(1293)0129)/南朝の
  公卿･武将･学者｢神皇正統記｣
1354年6月1日-09:00|日本|  ||正平9･文和3年5月10日|<死去>北畠親房(生年1293年､公卿)南朝を実質的に指揮
  した
1354年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard4世｣
1354年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Henry4世｣(~13740707死去)
1354年7月21日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年7月|<任命>相模国守護｢河越直重｣(~貞治2･正平18(1363)年解任)
1354年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾘｴﾝﾂｫがﾛｰﾏに帰還し､政権を回復
1354年8月19日-09:00|日本|  ||正平9･文和3年8月|<再任>丹波国守護｢仁木頼章｣(~延文4･正平14(1359)年10月1
  3日死去)
1354年8月19日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年8月|<任命>豊前国守護｢宇都宮冬綱｣(~不詳)
1354年8月27日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿｢ﾊﾙﾄﾏﾝ1世｣
1354年8月27日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿｢ﾊﾙﾄﾏﾝ2世｣(~14160906没)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣(~1
  3671101没)､｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~13970126没)
1354年8月27日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ摂政｢ﾙﾄﾞﾙﾌ4世ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ･ｳ
  ﾝﾄ･ｻﾙｶﾞﾝｽ｣(~1363年没)
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1354年9月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第54代ｱﾝﾄﾞﾚｰｱ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ(年代記作者)
1354年9月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾘｰﾉ･ﾌｧﾘｴﾛ｣(~1355年)
1354年9月17日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年9月|<任命>奥州管領｢斯波家兼｣(~延文元･正平11(1356)年6月13
  日死去)
1354年9月30日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年9月14日|直冬軍が進軍を再開/丹波の石塔頼房､但馬の山名時氏､
  越中の桃井直常が呼応して出陣/越前守護斯波高経と子息氏頼も直冬に寝返って挙兵/河内の楠木正儀も直冬
  軍に参加
1354年10月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1354年10月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏｯﾃｰｵ2世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13550929死去),｢ｶﾞﾚｱｯﾂｫ2世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃ
  ｨ｣(~13780804死去)､｢ﾍﾞﾙﾅﾎﾞ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13850506退任)
1354年10月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏに帰還したﾘｴﾝﾂｫが民衆の反乱で殺害される
1354年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ7世｣
1354年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ8世｣(~13701013死去)
1354年10月9日-09:00|日本|新潟県魚沼市|正平9;文和3年9月23日|宗良親王･千種顕経･新田義宗ら､越後宇加地
  城を攻撃
1354年10月13日-09:00|日本|  ||正平9;文和3年9月27日|<交替>若狭国守護｢斯波家兼｣⇒｢細川清氏｣(~康安元･
  正平16(1361)年9月失脚)
1354年10月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|正平9;文和3年10月|薄根川右岸(岡谷町)の磨崖仏が造立される
1354年10月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ1世｣
1354年10月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世｣(~1359.8退位)
1354年10月20日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾊｻﾝ｣(~13610316殺害される)
1354年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢William de Clinton｣
1354年11月3日-09:00|日本|兵庫県たつの市|正平9;文和3年10月18日|足利義詮､足利直冬追討のため佐々木道誉
  ､赤松則祐以下の大軍を率いて京都を発ち､播磨国広山八幡に布陣
1354年11月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ﾎﾟﾙﾄﾛﾝｺﾞでｼﾞｪﾉｳﾞｧに敗北
1354年11月13日-09:00|日本|大阪府河内長野市|正平9;文和3年10月28日|後村上天皇は足利直冬を主将として第
  三次京都攻略戦を敢行することを決意し､帝座を河内国天野山金剛寺に移した
1354年12月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ6世ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽ｣(~13830615死去)
1354年12月10日-09:00|日本|愛知県岡崎市|正平9;文和3年閏10月25日|<死去>真福寺開山能信
1354年12月20日-09:00|日本|和歌山県新宮市|正平9;文和3年11月6日|熊野新宮造営
1355年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ｸｰﾅｰ｣(~1385年)
1355年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ(~1359年)
1355年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Shams al-Din Pashang｣(~1378年)
1355年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Dadi･ﾍﾞｲ｣(~1360年)
1355年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<復位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｷﾌｫﾛｽ5世ﾄﾞｩｰｶｽ｣(2度目~1359年死去)
1355年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢John1世｣(~13710920死去)
1355年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｼﾞｬﾝﾇ｣(~1406年)､｢ｳﾞｪﾝｾｽﾗｽ1世｣ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公(~13831207)共
  同統治
1355年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝﾇ｣(~1404年)
1355年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｲﾈｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛの処刑が行われた
1355年1月2日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||ﾓﾅｺのｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨがﾛｯｶﾌﾞﾙｰﾅ(ﾛｸﾌﾞﾘｭﾇ)を買収
1355年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｶｰﾙ4世｣ｲﾀﾘｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄﾞ
  王(~13781129没)
1355年1月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｶﾙﾛ4世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝.ｴﾝﾘｰｺ7世の孫.ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ朝を復古(~1378年
  )
1355年1月11日-09:00|日本|兵庫県養父市|正平9;文和3年11月28日|足利義詮が石塔頼房の武将湯浅二郎左衛門
  尉らが立てこもる但馬国大屋荘に兵を派遣し大屋荘陥落
1355年1月24日-09:00|日本|宮崎県日向市|正平9;文和3年12月11日|日向法華堂[定善寺]18坊焼失
1355年2月6日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|正平9;文和3年12月24日|足利直冬･桃井直常らが京都に迫り､足利
  尊氏は光厳天皇を奉じ近江武佐寺に逃れる
1355年2月13日-09:00|日本|  ||正平10;文和4年|<交替>摂津西半国守護｢赤松則祐｣⇒｢赤松光範｣(~延文5･正平1
  5年(1360)10月解任)
1355年2月13日-09:00|日本|  ||正平10;文和4年|<任命>加賀国守護｢富樫氏春｣(~正平12･延文2(1357)年)
1355年2月13日-09:00|日本|  ||正平10;文和4年|<任命>備中国守護｢高師秀｣(~正平11･文和5(1356)年)
1355年2月13日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|正平10;文和4年|<造立>尾張国幡頭明神宮
1355年2月14日-09:00|日本|群馬県利根郡川場村|正平10;文和4年1月2日|吉祥寺(川場村)の方丈が焼失
1355年2月28日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年1月16日|越前守護･斯波高経が尊氏(幕府)に反旗､同
  じく尊氏に反旗の桃井直常と斯波氏頼ら京都に乱入し法成寺跡に布陣/尊氏は戦いを避け､近江国に一旦退却
1355年3月4日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年1月20日|足利尊氏が近江国武佐寺を出発し瀬田橋を渡
  って京都に進撃を開始/この夜､奉行人斎藤四郎兵衛尉に命じて瀬田橋を破壊､あえて退路絶った
1355年3月6日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年1月22日|足利直冬は石塔頼房､山名時氏以下の中国勢
  を率いて入京し京都を占領(~3月13日)/尊氏は東坂本に布陣し､これに対し南朝の山名軍は西山に布陣
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1355年3月16日-08:00|中国|  ||元･至正15年2月2日|劉福通､韓林児を皇帝位に即かせ､亳州(河南商丘)で国号を
  宋､年号を龍鳳(-1366)とする
1355年3月20日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|正平10;文和4年2月6日|<神南の戦い(摂津国)>山名師氏(師義)､八
  幡に控えたる南方の勢と一つに成って､神内宿に打寄せる｡山名師氏(師義)､赤松則祐の一族･佐々木道誉の若
  党が守る一陣を破る｡山名時氏､細河頼之･繁氏等が守る二陣を破る｡山名勢､足利義詮の陣を守る佐々木道誉の
  頸を取ろうと近づくが､赤松則祐の勢にはばまれ､山崎をさして引く｡山名師氏(師義)､左ﾉ目から小耳の根へ射
  付けられ､馬も射られ自害せんとするを､河村弾正が自分の馬に師氏を乗せて行く｡河村弾正は切死
1355年3月20日-09:00|日本|大阪府高槻市|正平10;文和4年2月6日|楠正儀は山名氏の武将と連携して芥河(現在
  の大阪府高槻市芥川町)で戦うが､苦戦し､多くの兵が命を落としたため､八幡方面に退却
1355年3月21日-09:00|日本|滋賀県大津市|正平10;文和4年2月7日|北朝後光厳天皇が近江から東坂本に遷った
1355年3月22日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年2月8日|南北両軍は錦小路猪熊大宮辺で戦うが勝敗決
  せず
1355年4月13日-08:00|中国|  ||元･至正15年3月|郭子興､卒す/子の郭天叙､嗣ぐ
1355年4月16日-09:00|日本|新潟県|正平10;文和4年3月4日|越後の上杉憲将らが挙兵､幕府方風間長頼と戦う
1355年4月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第55代ﾏﾘｰﾉ･ﾌｧﾘｴﾙが王政を目指しｸｰﾃﾞﾀを起こす
  も失敗し死刑
1355年4月20日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年3月8日|細川清氏の部将七条東洞院､西七条に陣して
  桃井直常を攻め,直常､敗れて遁走
1355年4月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1356年)
1355年4月24日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年3月12日|将軍足利尊氏と足利義詮の軍が七条洞院油
  小路で南朝軍を破って京都を奪還
1355年4月25日-09:00|日本|京都府京都市南区|正平10;文和4年3月13日|<東寺合戦>幕府軍が東寺の目前にまで
  迫り南朝軍は完全に補給路を断たれ足利直冬は東寺を放棄して八幡まで撤退
1355年4月30日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|正平10;文和4年3月18日|南軍は八幡の陣を捨て､天王寺に撤
  退
1355年5月10日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年3月28日|後光厳天皇(17)環京
1355年5月19日-09:00|日本|新潟県|正平10;文和4年4月7日|宇都宮･和田氏､志都乃岐･大島で宗良親王(44)の南
  朝軍を破る/宗良親王､越後から信濃へ
1355年6月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｼﾞｪﾉｳﾞｧとｳﾞｨｽｺﾝﾃｨに対する和平
1355年6月10日-09:00|日本|  ||正平10;文和4年4月29日|<死去>木寺宮康仁親王(36歳､生年1320年､皇族)
1355年6月18日-09:00|日本|  ||正平10;文和4年5月8日|<任命>上総国守護｢京極高氏｣(~延文元･正平11(1356)年
  4月)
1355年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世(故ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の子､善良王)とｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世との
  ｢休戦｣が明ける
1355年7月11日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世｣
1355年7月11日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣(~13770727死去)
1355年8月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾛｼﾞｪ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝ｣(~13650528没)
1355年8月8日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~20日)
1355年8月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂﾄｰﾏｽ｣(~13560125没)
1355年8月31日-09:00|日本|栃木県|正平10;文和4年7月23日|<死去>小山氏政(生年1329年､元下野守護)
1355年9月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｺﾞﾌﾚﾄﾞ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~13570720)
1355年9月14日-09:00|日本|京都府京都市|正平10;文和4年8月8日|北朝･光明上皇､解放されて京都に戻る
1355年9月26日-09:00|日本|長野県松本市|正平10;文和4年8月20日|<桔梗ヶ原の戦い>宗良親王(44)､諏訪社祝矢
  島･仁科一族を率いて信濃桔梗原に小笠原長亮を攻め､敗れる
1355年9月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏｯﾃｰｵ2世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1355年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<復位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢Al-Nasir Hasan｣(2期目~1361年)
1355年10月2日-09:00|日本|  ||正平10;文和4年8月26日|<死去>堀川基子､後宇多天皇の宮人､後二条天皇の生母
  (生年1269年)
1355年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞﾄﾑ公｢Boleslaw1世｣
1355年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢Maigorzata ze Sternberka｣(~13571208)
1355年10月6日-08:00|中国|  ||元･至正15年9月|郭天叙､戦死/部将､尽く朱元璋に帰す
1355年10月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ｣
1355年10月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ3世｣(~13770127死去)
1355年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世が､ﾋﾟｶﾙﾃﾞｨに出征
1355年11月6日-09:00|日本|福岡県福岡市|正平10;文和4年10月2日|南朝軍･懐良親王(26)､博多に進出/北朝軍･
  一色範氏は長門に逃走
1355年11月26日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣領地はﾏｿﾞﾌｼｪに再統合
1355年11月26日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｳﾞｧ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世｣兼ﾁｪﾙｽｸ公･ﾜﾙｼｬﾜ公(~1370年)
1355年12月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞﾄｩｰﾀの旅行記の口述筆記が完成
1355年12月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ3世｣
1355年12月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｼﾞｬﾝﾇ｣兼ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公(~14061101死去)､｢ｳﾞｪﾝｾｽﾗｽ1世｣
  (~13831207死去)共同統治
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1355年12月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｼｬﾙﾙ5世｣ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世の長男(~13640408死去)
1355年12月20日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>第9代ｾﾙﾋﾞｱ皇帝｢ｳﾛｼｭ4世｣東ﾛｰﾏ帝国征服の遠征に乗り出した直後の
  陣中で､病のために急死
1355年12月20日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第10代ｾﾙﾋﾞｱ皇帝(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ5世｣ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ4世ﾄﾞｩｼｬﾝの
  唯一の子(~13711204､死去)
1356年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾊﾞｻｯﾄ｣(~1359年)
1356年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ﾌﾞｯｶ1世｣(~1377年)
1356年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1363年)
1356年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ･ﾌﾞﾃﾞｨｳﾞｫﾙﾅ｣(~1358年)
1356年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Yahya ibn Karawi｣
1356年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝初代国王｢ﾊｻﾝ･ﾌﾞｽﾞﾙｸ｣
1356年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第2代国王｢ｼｬｲﾌ･ｳｳﾞｧｲｽ1世｣ﾊｻﾝの子(~1374年)
1356年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｽﾗﾃｨﾐﾙ｣ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ公.父ｲﾜﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞﾙと共同統治
  (~1396年､以降ｵｽﾏﾝ帝国支配)
1356年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛにｽﾙﾀﾝ･ﾊｻﾝのﾓｽｸが建設される
1356年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾃｯｻﾘｱはｴﾋﾟﾛｽ専制公により支配(~1371年)
1356年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再位>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ:ｼﾓｰﾈ･ﾎﾞｯｶﾈｸﾞﾗ(~1363年)
1356年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ﾖﾊﾝ3世｣
1356年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯･ﾒｰﾇ伯｢ﾙｲ1世｣/兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯､ﾄｩｰﾚｰﾇ公､ﾅﾎﾟﾘ国王､ｴﾙｻﾚﾑ国王/ｼﾞｬﾝ2世
  とﾎﾞﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾘｭｸｻﾝﾌﾞｰﾙの次男(⇒1360年ｱﾝｼﾞｭｰ公~13840920死去45歳)
1356年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢John4世｣(~13890228死去)
1356年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ｼﾞｭｽﾞ｣(~1358年)
1356年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Giacomo Pellegrino｣(~1372年)
1356年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾚｳｽﾀｰｸ･ﾊﾟｸｼ｣(~1361年)
1356年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<昇格>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世｣⇒ﾕｰﾘﾋ公爵(~13610226死去)
1356年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世｣(~1370年死去)
1356年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｾﾞﾀ公｢ﾊﾞﾙｼｬ1世卿｣(~1362年)
1356年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾀｶﾊﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣共同統治(~11月)
1356年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣
1356年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣⇒ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯(~13650
  317死去)
1356年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~13560312死去)
1356年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ4世が金印勅書を発布し､選帝侯を7人に限定､ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾌﾞﾙｸ公に選帝侯
  の資格が与えられる
1356年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾞｰﾘｵﾙ｣
1356年1月24日-09:00|日本|  ||文和4年12月22日|<死去>道昭(生年1281年/天台宗の僧､歌人)
1356年1月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1356年1月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1358年死去)
1356年1月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Afonso Teles de Meneses｣
1356年1月26日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~10.31)
1356年2月2日-09:00|日本|  ||正平11･文和5年|<交替>和泉国守護｢畠山国清｣⇒｢細川業氏｣(~正平14･延文4(135
  9)年)
1356年2月2日-09:00|日本|  ||正平11･文和5年|<任命>美作国守護｢赤松貞範｣(~正平18･貞治2(1363)年)
1356年2月2日-09:00|日本|静岡県磐田市|正平11･文和5年|六所神社(福田町小島)が創立
1356年2月2日-09:00|日本|静岡県島田市|正平11･文和5年|大津庄司九島族佐久間尉良詔入道､智円院日祐を開山
  に日蓮宗智運山法信寺(松葉町)開基
1356年2月2日-09:00|日本|静岡県藤枝市|正平11･文和5年|今川範氏､京都泉涌寺12世朴艾思惇を開山に､華蔵山
  遍照光寺(花倉)開基
1356年2月10日-09:00|日本|  ||正平11;文和5年1月9日|直冬方の最有力者の斯波高経が足利尊氏に降伏
1356年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾐｸﾛｽ･ﾁｪｼ･ﾌｪﾙｿﾚﾝﾄﾞｳﾞｧｲ｣(1回目~同月)⇒｢ﾐｸﾛｰｼｭ･
  ｺﾝﾄ･ｳｰｼﾞﾗｷ｣(~1367年4月没)
1356年3月3日-08:00|中国|  ||元･至正16年2月|張士誠､蘇州を占領し都とする
1356年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~13701206死去)
1356年3月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|正平11;文和5年2月17日|大和国雷雨､興福寺金堂･塔焼失
1356年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｱﾝﾄﾞﾗｽ･ﾗｯｸﾌｨ｣(~1359年10月)
1356年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｱﾆｮｰﾛ･ﾃﾞｨ･ｱｶﾌﾟﾄﾛ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣
1356年4月1日-08:00|中国|  ||元･至正16年3月|朱元璋が南京を占領し､応天府とさだめ本拠地とする
1356年4月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世(善良王)､ﾊﾟﾘ北西のﾙｰｱﾝにある､長男で王太子のｼｬﾙﾙの屋敷で､｢
  ﾅｳﾞｧﾙ王｣ｼｬﾙﾙ(ｶﾙﾛｽ2世､悪王)を逮捕/ﾊﾟﾘ北西のﾙｰｱﾝから40㎞離れたﾚ=ｻﾞﾝﾄﾞﾘの｢ｶﾞｲﾔｰﾙ城｣に幽閉
1356年4月11日-09:00|日本|  ||正平11;文和5年3月10日|<任命>備後国守護｢細川頼有｣(~貞治4･正平20(1365)年
  秋)
1356年4月26日-09:00|日本|  ||正平11;文和5年3月25日|二条良基が日本初の連歌選集｢菟玖波集｣を編纂
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1356年4月29日-09:00|日本|  ||正平11;延文1年3月28日|北朝が｢延文｣に改元
1356年5月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元22年5月|高麗の恭愍王が反元運動を展開し､東北領域を回復
1356年5月31日-09:00|日本|福島県福島市|正平11;延文1年5月|日俊岩代立子山に鶴林寺を創す
1356年6月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾙｺ2世｣
1356年6月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾎﾟﾙﾁｸ｣(~14010518死去)､｢ﾎﾞﾙｺ3世｣(~1370年)､
  ｢ﾍﾝﾘｸ｣(~13651023死去)共同統治
1356年6月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣
1356年6月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ3世｣(~13890415死去)
1356年7月11日-09:00|日本|  ||正平11･延文1年6月13日|<死去>奥州管領｢斯波家兼｣子の大崎直持が継ぐ(~天授
  元･永和元(1375)年)/二男兼頼は､父の死後間もなく出羽国に下向して山形を居城とし最上氏の祖となった
1356年7月28日-09:00|日本|  ||正平11;延文1年7月|<任命>中国管領｢細川頼之｣(~正平17･康安2(1362)年)
1356年7月28日-09:00|日本|  ||正平11･文和5年7月|<任命>備中国守護｢細川頼之｣(~正平17･康安2(1362)年)
1356年7月28日-08:00|中国|  ||元･至正16年7月|朱元璋が呉を建国し､呉国の公と号する
1356年8月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第56代｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣
1356年8月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾄﾞﾙﾌｨﾝ｣(~1361年)
1356年9月1日-09:00|日本|  ||正平11;延文1年8月6日|<任命>羽州探題｢最上兼頼｣山形に入部(~永和元(1375)年
  嫡男の直家に家督を譲る)
1356年9月9日-09:00|日本|京都府京都市|正平11;延文1年8月14日|京都付近大洪水/近畿地方は長雨後､大風雨に
  より鴨川･宇治川洪水､宇治橋流失､中洲の石塔流失
1356年9月19日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇ｣ｺﾞｰﾃｨｴ5世の娘(~1360年死去)､｢ｿｲｴｰﾙ･ﾀﾞﾝｷﾞ
  ｬﾝ｣ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇの息子(~13640321死去)ｱﾙｺﾞｽとﾅﾌﾌﾟﾘｵを支配
1356年9月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣
1356年9月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ2世｣(~14100810死去)
1356年9月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ西部の｢ﾎﾟﾜﾃｨｴの戦い｣で､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子,(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世
  の子)率いる｢長弓隊｣がﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世の｢騎士軍｣を破る/ｼﾞｬﾝ2世は捕虜となり､ﾌﾗﾝｽ南西部のﾎﾞﾙﾄﾞｰに連行さ
  れ,その後2年間ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ(ﾛﾝﾄﾞﾝ)に囚われの身となる
1356年9月21日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|正平11;延文1年8月26日|山名時氏の家臣長左衛門尉の立てこもる水
  生城(但馬日高町)を国分寺城に布陣した伊達真信(今川頼貞軍)が攻め､11日間にわたる攻防戦の末､水生城は
  攻略
1356年10月7日-09:00|日本|  ||正平11･延文1年9月13日|<死去>尊円法親王(生年1298年､法親王)
1356年10月17日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ12世｣共治(~13590620死去20歳)
1356年10月17日-09:00|日本|長野県|正平11･延文1年9月23日|<死去>吉良満義(生年生年未詳/元信濃守護)
1356年10月18日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ､ﾊﾞｰｾﾞﾙ地震(M6.5)､死者300人
1356年10月31日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾄｰﾏｽ･ﾄﾞ･ﾛｹﾋﾞｰ卿｣(2回目~13570423)
1356年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱｼﾞｭﾗﾝｱﾌﾞﾙｻﾙｼﾞｬ｣(~1359年5月)
1356年11月6日-09:00|日本|福岡県北九州市|正平11;延文1年10月14日|南朝方の軍､一色直氏と筑前国長谷山･中
  富浜などに戦い麻生山を陥れる/直氏再び長門国へ走る
1356年11月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢Simone ﾎﾞｯｶﾈｸﾞﾗ｣(2期目~13630303)独立を回復
1357年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟｼﾞｬｼﾞｬﾗﾝ国王｢ﾌﾟﾙﾌﾞ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｣ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国の宰相ｶﾞｼﾞｬ･ﾏﾀﾞに殺された/
  しかし王国は独立を守り通した
1357年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Mangkubumi Suradipati/ Prabu Bunisora｣(~1371年)
1357年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Mamoli｣(~1359年)
1357年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｽﾚｲ･ｿﾘﾖｳﾞｫﾝ｣(~1363年)
1357年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰﾋｰ朝｢ｼｬﾑｽﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰ｣
1357年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰﾋｰ朝｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~1389年暗殺される)
1357年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｶﾞﾝﾎﾟﾗ王国国王｢Vikramabahu3世｣Buvaneka Bahu4世の息子(~1374年)
1357年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾍﾞﾙﾃﾞｨ･ﾍﾞｸ(ﾍﾞﾙﾃﾞｨﾍﾞｸ･ﾊ
  ﾝ)｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸの子(~1359年)
1357年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Seyfeddin Suleyman Bey｣(~1361年)
1357年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世｣(~13661222死去)
1357年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢John2世｣(~14160615死去)
1357年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Niccolo Acciaiuoli｣(~1360年)
1357年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｽﾌﾟﾘｯﾄ統治(~1390年)
1357年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｱﾙﾆ･ﾄﾙﾀﾞｰｿﾝ｣､｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞｯﾄｰﾑｿﾝ･ｽｸﾗｳﾞｪｲﾌｧ｣､｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ
  ･ｼﾞｰ･ｽﾗｿﾝ(1回目)｣､｢ｿｰｽﾀｲﾝ･ｴｲﾖﾙﾌｿﾝ(1回目)｣(~1360年)
1357年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Thomas de Langhurst｣
1357年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~13710326)
1357年1月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｩｶﾞﾙ(生年1313年､ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ｱﾙﾌｫﾝｿ11世の王妃)
1357年1月21日-09:00|日本|  ||正平12･延文2年|<交替>日向国守護｢一色直氏｣⇒｢一色範親｣(~貞治3･正平19(13
  64)年)
1357年1月21日-09:00|日本|  ||正平12;延文2年|<任命>(南朝)筑前国守護｢菊池武光｣(~不詳)
1357年1月21日-09:00|日本|  ||正平12;延文2年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢佐々木高秀｣(~貞治2･正平18(13



1370迄(1504件)

  63年)7月辞任)
1357年1月21日-09:00|日本|  ||正平12;延文2年|<任命>肥後国守護｢菊池武光｣(~正平14･延文4(1359)年)
1357年1月21日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|正平12;延文2年|<再建>岡山吉備津神社南随神門
1357年1月21日-09:00|日本|京都府南丹市|正平12;延文2年|<建立>京都普済寺仏殿
1357年1月21日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平12;延文2年|蒲原弾正少弼氏兼､鎌倉建長寺第二世徳賜真
  源大照禅師龍山徳見開山に､岩戸山龍雲寺(蒲原町八幡町)開基
1357年1月21日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|正平12;延文2年|足利尊氏､瑞雲院(興津清見寺町)を復興
1357年2月24日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|正平12;延文2年2月5日|南朝方の志布志城主･楡井頼仲が北朝方
  の禰寝氏に敗れ志布志の大慈寺で自刃
1357年3月9日-09:00|日本|京都府京都市|正平12;延文2年2月18日|北朝･光巌､崇光上皇､帰京
1357年3月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾞﾙﾄﾞｰの休戦協定が成立
1357年4月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Thomas de Holland卿｣(~1358年)
1357年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｷﾞﾄﾞｩｯﾁｮ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣
1357年4月9日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|正平12;延文2年3月20日|島津氏､志布志松尾城を攻める直顕を破
  り､大隅より追う
1357年4月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾄﾝ｣(~9.5)
1357年5月27日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ領主｢ｱﾝﾄﾆｵ(=ｱﾝﾄﾜｰﾇ)｣
1357年5月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾌｫﾝｿ4世勇敢王｣(誕生1290年)
1357年5月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世厳格王｣ｱﾌｫﾝｿ4世の子(~13670118死去)
1357年7月30日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ｵﾘｵ｣(~13580806)
1357年7月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾖﾊﾝ2世｣
1357年7月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世｣(~1397年)
1357年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｽﾊﾟﾗｰﾄ反乱
1357年8月15日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ領主｢ｶﾙﾛ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ(=ｶﾙﾛｽ1世)｣
1357年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾓﾅｺ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧがﾓﾅｺを支配(~13970511)
1357年8月16日-08:00|中国|  ||元･至正17年8月|周､張士誠､王号を廃し元に降る
1357年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ2世｣
1357年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣(~1396年死去)
1357年8月20日-09:00|日本|静岡県浜松市|正平12･延文2年閏7月6日|大福寺(三ヶ日町福長)鎮守倒壊
1357年8月25日-09:00|日本|  ||正平12;延文2年閏7月11日|わが国最初の連歌准勅撰集『菟玖波集』が編纂され
  た
1357年9月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｾﾝﾄ･ｱﾏﾝﾄﾞ卿ｱﾙﾒﾘｯｸ｣(~13590418)､代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾓ
  ｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~11.26)
1357年9月10日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高麗･至元23年8月26日|倭寇､高麗の昇天府興天寺を襲い､前国王忠
  宣･韓国公主の肖像を持ち去る
1357年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣
1357年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞと10年間の休戦協定を結ぶ/ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ2世が解放される
1357年10月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Joao Afonso Telo｣(~1381年)
1357年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾀｶﾊﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣共同統治(~1359年5月)
1357年12月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾏﾀｲｵｽ･ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽ｣(~13830615死去)
1357年12月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ人ｻﾞｰﾗを奇襲占領
1357年12月6日-09:00|日本|奈良県|正平12;延文2年10月25日|前興福寺一乗院門主の実玄が兵を率いて奈良に入
  り､禅定院､宝積院などを焼き､大乗院の孝覚を放逐
1357年12月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣(~13580929死去)
1358年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰ｣
1358年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~1390年死去)
1358年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｶﾌﾞｰﾙ･ｼｬｰ｣ｲﾙｼﾞｷﾞﾃﾞｨの子ﾄﾞﾙｼﾞの子(~1366年)
1358年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｴｳﾞｽﾀﾌｨｰ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1360年)
1358年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Zahir ad-Din｣(~1359年)
1358年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ｼｭｼﾞｬｰ｣(~13841009死去)
1358年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ|  |||<設立>ﾝﾄﾞﾝｺﾞ国がﾑﾊﾞｻﾞ･ｶﾊﾞｯｻに
1358年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ支配(~14030218)
1358年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1358年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1398年死去)
1358年1月10日-09:00|日本|  ||正平12･延文2年12月|<任命>武蔵国守護｢畠山国清｣(~康安元･正平16(1361)年11
  月失脚)
1358年1月10日-08:00|中国|  ||元･至正17年12月|徐寿輝の武将明玉珍､重慶を占領
1358年1月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢William Douglas｣(~13840501死去)
1358年2月9日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年|<任命>(北朝方)九州探題｢細川繁氏｣(~正平14･延文4(1359)年6
  月2日死去)
1358年2月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大治1年|大越･大治と改元(-1369)
1358年2月10日-09:00|日本|山口県宇部市|正平13;延文3年1月2日|厚東氏､大内氏に攻められ本拠である霜降城
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  を放棄､豊前へ
1358年2月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝初代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾞﾌﾏﾝ･ｼｬｰ｣
1358年2月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第2代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~13750421死去)
1358年2月12日-09:00|日本|京都府京都市右京区|正平13;延文3年1月4日|天龍寺火災.雲居庵を除いて消失
1358年2月18日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱが､ｲｽﾄﾘｱとﾀﾞﾙﾏﾃｨｱの大部分をﾊﾝｶﾞﾘｰに譲渡
1358年2月18日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞはﾊﾝｶﾞﾘｰの宗主権下(13580627批准~1458年)
1358年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王太子ｼｬﾙﾙ(後のｼｬﾙﾙ5世)の私室で､父ｼﾞｬﾝ2世(善良王)の評定議員｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ
  元帥｣ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｺﾝﾌﾗﾝ､｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ元帥｣ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ｸﾚﾙﾓﾝが暗殺される
1358年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾏﾙｾﾙの率いるﾊﾟﾘの民衆が宮殿に乱入する/王太子ｼｬﾙﾙが､大勅令を尊
  重することを約束
1358年5月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟｱﾃｨｴの戦いで敗残傭兵の掠奪が続発したため､ﾌﾗﾝｽ中北部のﾎﾞｰﾍﾞｰの農民た
  ちが自衛のため蜂起する(ｼﾞｬｯｸﾘｰの乱)
1358年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがｶｯﾗｰﾗのﾌﾗﾝﾁｪｽｺ一世と和平
1358年6月7日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高麗･至元24年5月|倭寇が高麗の喬桐を焼き､開京が戒厳する
1358年6月7日-08:00|中国|  ||元･至正18年5月|劉福通､ﾍﾞﾝ梁に遷都
1358年6月7日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年4月30日|<隠居>室町幕府執事｢仁木頼章｣
1358年6月7日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年4月30日|<死去>室町幕府初代征夷大将軍｢足利尊氏｣病死/54歳(
  誕生:嘉元3(1305))
1358年6月7日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年4月30日|<出家>斯波高経(⇒道朝)
1358年6月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｯｸﾘｰの乱が鎮圧される｡指導者のｷﾞｮｰﾑ･ｶｰﾙが処刑される
1358年6月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾏﾙｾﾙと手を結んだ｢ｲｷﾞﾘｽ=ﾅｳﾞｧﾙ連合軍｣がﾊﾟﾘに侵入し､市民の
  反発を受けたｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾏﾙｾﾙ､事実上孤立
1358年7月29日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年6月23日|<交替>長門国守護｢厚東義武｣⇒｢大内弘世｣(~文中3;応
  安7(1374)年)
1358年7月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾏﾙｾﾙ､ｲｷﾞﾘｽ軍を引き入れるため首都の｢市門｣を開こうとして､ﾊ
  ﾟﾘの｢ｻﾝ=ﾀﾝﾄﾜｰﾇ門塔｣(4区)において市参事会員ｼﾞｬﾝ･ﾏｲﾔｰﾙの裏切りにより殺害される/｢ﾌﾞﾚｳﾞｫ(商人頭)｣の｢ｴ
  ﾃｨｴﾝﾇ･ﾏﾙｾﾙの乱｣が終結/ﾊﾟﾘ城代のﾅｳﾞｧﾙ王ｼｬﾙﾙ(ｶﾙﾛｽ2世､悪王)も逃亡
1358年8月13日-09:00|日本|愛媛県北宇和郡鬼北町|正平13･延文3年7月8日|坂上有重､宇和郡善光寺の薬師如来
  像を造らせる
1358年8月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2
  世賢公｣59歳
1358年8月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ4世建設公｣(~1365
  0727死去)
1358年8月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ1世｣(~13621210)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~13650727死
  去)
1358年8月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾊﾞﾄﾞｴﾙ｣(~1359年)
1358年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｵﾌﾞ･ﾌﾗﾝｽ(生年1295年､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世の王妃)
1358年9月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣
1358年9月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾜﾌ1世ﾉｼｬｸ｣(~14100523死去)兼ﾋﾞﾄﾑ公(~1405年)
1358年11月10日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年10月9日|<任命>室町幕府執事｢細川清氏｣(~慶安1(1361)年9月2
  3日)
1358年11月11日-09:00|日本|東京都大田区|正平13;延文3年10月10日|足利基氏､新田義興を武蔵矢口渡で謀殺
1358年11月24日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣(~13690117死去)
1358年11月24日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<退位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ4世｣(~13591010死去)
1358年12月2日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|正平13;延文3年11月|<建立>岡山妙国寺の釈迦如来像
1358年12月2日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|正平13;延文3年11月|菊池武光は九州征覇の仕上げとして畠山直顕・
  重隆父子の穆佐城を攻めおとす
1358年12月31日-09:00|日本|大分県大分市|正平13;延文3年12月|懐良親王､豊後国に入り狭間を襲う/大友氏時､
  高崎城に籠り南軍を撃退
1358年12月31日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正18年12月|劉福通の武将関先生らが元の上都を撃破
1359年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Gapi Malamo1世｣(~1372年)
1359年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｸﾙﾅ(ｸﾙﾊﾟ)｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸの
  子.ﾍﾞﾙﾃﾞｨ･ﾍﾞｸの弟(~1360.1死去)
1359年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣
1359年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1363年)
1359年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ｹﾙﾃﾞｨ･ﾍﾞｸ(~1360年)
1359年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ｣(~1386年戦死)
1359年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Eskandar2世｣
1359年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Haidar al-Qassab｣(~1360年)
1359年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Fakhr al-Dawla Shah-Ghazi｣(~1378年)
1359年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ｼｭｼﾞｬｰ｣(~13841009死去)
1359年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾞｰﾘｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣長男のｼｬｰ･ｼｭｼﾞｬｰが反対派を結集して
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  蜂起捕らえられて盲目にされて廃位､ｲｽﾌｧﾊｰﾝに幽閉(~13631201死去)
1359年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｻﾅｰﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ｣､｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｳﾀｲﾌｧ｣共同統治(~1360年)
1359年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｷﾌｫﾛｽ5世ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1359年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~1360年)
1359年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ｼﾒｵﾝ･ｳﾛｼｭ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~1366年)
1359年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾌﾞｺｳﾞｨﾅはﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ公国の一部
1359年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Albert3世｣(~8.1死去)共同統治
1359年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ｾｰﾁｰ｣(~1366年)
1359年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ9世(7世)寛大伯｣(~1390年ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ(ﾌﾟﾚﾝを含む)はﾎﾙｼ
  ｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸに併合)
1359年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ2世｣(~1360年)
1359年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ共同皇帝(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)ｼﾒｵﾝ･ｳﾛｼｭ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ[ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ4世ﾄﾞｩｼｬﾝの異母弟､
  ｾｻﾘｱ皇帝](~1371年､ｳﾛｼｭ5世及びｼﾒｵﾝ･ｳﾛｼｭ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ死去に伴いﾈﾏﾆｯﾁ王家断絶/両者及びｳﾞｶｼﾝ死去に伴い帝
  国-王国解体)
1359年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Edmond de Cheney卿｣(~1366年)
1359年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ｱｽﾞ=ｻｲｰﾄﾞ｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾞｰ･ｻﾘﾑ･ｱﾘｰ2世｣(~1361年)
1359年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙはﾓﾛｯｺの一部(~1421年)
1359年1月7日-09:00|日本|  ||正平13;延文3年12月8日|<任命>室町幕府第2代将軍｢足利義詮｣(~貞治6(1367)年1
  2月7日)
1359年1月28日-09:00|日本|  ||正平13･延文3年12月29日|<就任>(北朝)関白｢九条経教｣(~康安元年11月9日)
1359年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正19年1月|方国珍が朱元璋軍に参加
1359年1月30日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年|<再任>筑前国守護｢少弐頼尚｣(~康安元･正平16(1361)年)
1359年1月30日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年|<任命>肥前国守護｢少弐頼尚｣(~康安元･正平16(1361)年)
1359年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世､ﾛﾝﾄﾞﾝでの交渉でﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世の釈放と引き替えに
  ､ﾌﾗﾝｽ南西部の全ｱｷﾃｰﾇのほか､ﾌﾗﾝｽ北西部のﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ､ﾄｩｰﾚｰﾇ､ｱﾝｼﾞｭｰ､ﾒｰﾇの割譲まで要求/ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世はこ
  れに同意｢ﾛﾝﾄﾞﾝ条約｣
1359年3月19日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾟﾝﾔ王｢ﾅﾗﾄｩ｣(~1364年6月)
1359年4月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~13610331)
1359年5月25日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年4月28日|御子左為定新千載和歌集を撰進
1359年5月26日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年4月29日|<死去>阿野廉子､後醍醐天皇の寵妃､女院(生年1301年)
1359年5月28日-09:00|日本|神奈川県相模原市|正平14;延文4年5月|ほうけん作の久米郡三島神社木造随身立像
  が造られる
1359年6月21日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ12世｣(20歳､生年1339年)
1359年6月27日-09:00|日本|  ||正平14･延文4年6月2日|<死去>(北朝方)九州探題｢細川繁氏｣
1359年7月1日-09:00|日本|  ||正平14･延文4年6月6日|<死去>讃岐･土佐国守護｢細川繁氏｣はとこの頼之が継ぐ(
  ~天授5･康暦元(1379)年閏4月解任)
1359年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ2世｣(~13600624死去)
1359年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世｣
1359年8月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Albert3世｣
1359年8月7日-09:00|日本|  ||正平14･延文4年7月13日|<死去>甲斐国守護｢武田信武｣子の信成が継ぐ(~正平23･
  貞治7(1368)年)
1359年8月24日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年8月|<任命>飛騨国守護｢京極高氏｣(~貞治4･正平20(1365)年2月)
1359年8月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正19年8月|元朝のﾁｬｶﾞﾝ･ﾃｨﾑｰﾙが抃梁を奪還､劉福通は安豊に逃亡
1359年8月29日-09:00|日本|福岡県太宰府市|正平14;延文4年8月6日|<筑後川の戦い(菊池合戦)>懐良親王､菊池
  武光､赤星武貫､宇都宮貞久､草野永幸､大野光隆､西牟田讃岐守ら南朝勢約4万は筑後川の北岸に陣を張り､大宰
  府を本拠とする北朝･足利勢の少弐頼尚､少弐直資の父子､大友氏時､城井冬綱ら約6万と対峙し､両軍合わせて
  約10万の大軍が戦った/足利側の少弐直資は戦死､南朝側の懐良親王や菊池武光も負傷し､両軍合わせて4,800
  余人が討死/戦いに敗れた足利軍は大宰府に逃れ､九州はこの後､幕府が今川貞世を九州探題として派遣するま
  での13年ほどは南朝の支配下に入ることとなった
1359年9月10日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾞｽｳｨﾝ･ﾌｫﾝ･ﾍﾚｰｹ｣
1359年9月10日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾀｲﾝﾍﾞﾙｸ｣(1回目~1
  360年2月)
1359年9月16日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年8月24日|<任命>肥後国守護｢大友氏時｣(~正平16年･康安1(1361)
  年10月解任)
1359年9月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾍﾞｱﾄﾘｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ･ｲ･ﾓﾘﾅ(生年1293年､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｱﾌｫﾝｿ4世の王妃)
1359年9月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ﾖﾊﾝ3世寛大伯｣
1359年9月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ9世寛大伯｣(~13900126死去)
1359年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾀｶﾊﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣共同統治(~1361年7月)
1359年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｷﾞﾄﾞｩｯﾁｮ｣｢ｺﾙﾍﾞﾛ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｨｰﾀ｣
1359年10月10日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ4世(ﾋｭｰｺﾞ4世)｣
1359年10月10日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣(~13690117､死去)
1359年10月23日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年10月|<交替>和泉国守護｢細川業氏｣⇒｢畠山国清｣再任(~正平15
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  ･延文5(1360)年)
1359年10月23日-09:00|日本|  ||正平14･延文4年10月|<失脚>越中国守護｢井上俊清｣
1359年10月27日-09:00|日本|鹿児島県曽於市|正平14;延文4年10月5日|再起した畠山直顕が相良定頼と謀って島
  津氏久と日向国国合原で戦い敗れる
1359年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾃﾞﾈｽ･ﾗｯｸﾌｨ｣(~1367年1月)
1359年11月4日-09:00|日本|  ||正平14･延文4年10月13日|<死去>丹波国守護｢仁木頼章｣頼夏が継ぐ(~翌年10月
  罷免)
1359年11月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ大公･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｲﾜﾝ2世ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ･ｸﾗｽﾇｲ｣
1359年11月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ大公｢ﾄﾞﾐｰﾄﾘｰ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣(~13890519死去)
1359年12月21日-09:00|日本|  ||正平14;延文4年12月|<任命>河内国守護｢畠山国清｣(~正平15･延文5(1360)年7
  月)
1359年12月21日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高麗･至元25年12月|紅巾軍が第1次高麗襲撃を開始
1359年12月21日-08:00|中国|  ||元･至正19年12月|陳友諒､江州に都して漢王を称す
1360年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ﾀﾞﾙｻﾗｰﾑ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1402年死去)
1360年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙが西ﾁｬｶﾞﾀｲﾊﾝ国を征服
1360年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国
1360年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｬｰﾝ･ｳﾞｧﾗｰﾔ朝｢ﾗｰｼﾞｬﾅｰﾗﾔﾅ･ｼｬｰﾝﾌﾞｳﾞｧﾗｰﾔ｣､ﾀﾐﾙ地方がｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国支配下
  となる
1360年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Chimtay｣
1360年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ9世｣
1360年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｳﾞｨﾁ｣(~1362年12月)
1360年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ5世｣(~1393年死去)
1360年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ(ﾎﾞﾘｽ)｣(~1369年頃)
1360年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ｳｽﾚﾁﾝｽｷｰ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1364年)
1360年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<復位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Lutf Allah｣(~1361年死去)
1360年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇ｣
1360年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(2度目~1362年)
1360年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Isa b. Mehmed｣(~1390年)
1360年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Mubarizuddin Mehmed･ﾍﾞｲ｣(~1380年)
1360年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ5世｣
1360年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~1363年)
1360年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Philip1世｣(~1361年)
1360年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾏｵｰ｣(~1378年)､｢ｷﾞｰ｣(~13710823死去)
1360年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~14160315死去)
1360年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯(ﾕｰﾘﾋ=ﾊｲﾝﾊﾞｯﾊ家)ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世(~1408年)
1360年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Guido Ventimiglia｣(~1362年)
1360年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<昇格>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾙｲ1世｣⇒ｱﾝｼﾞｭｰ公(~13840920死去45歳)
1360年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Abu Zayyan Muhammad2世ibn Uthman｣(~同年)⇒<復位>ｻﾞｲﾔｰ
  ﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ2世｣(~1370年)
1360年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｨｱﾑｲﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1360年 00:00|ﾏﾘ|  |||<死去>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ｽﾚｲﾏﾝ｣
1360年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣妻の権利により(~12.26死去)
1360年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾏｽｶﾞﾑﾊｲﾝ･ﾏｵﾝﾊｲｹﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾐｭｱﾁｬﾙﾀｯﾊ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝとｴｱﾀﾞｵｲﾝ･ﾆｯｸ･ｺﾞ
  ﾙﾒｲﾝの息子(~1369年没)
1360年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Kassa｣(~同年)⇒｢Mari Diata2世｣(~1374年死去)
1360年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島に対するｸｰﾀﾝｽ司教の権利を回復
1360年1月-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｸﾙﾅ(ｸﾙﾊﾟ)｣
1360年1月-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾅｳﾙｰｽﾞ｣ｳｽﾞﾍﾞｸ･ﾊﾝの
  未亡人ﾀｲﾄｸﾞﾘと結婚(~1361年死去)
1360年1月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼﾞｬﾝ｣ｼﾞｬﾝ2世の三男(~14160615死去)
1360年1月12日-09:00|日本|大阪府河内長野市|正平14;延文4年12月23日|後村上天皇が､南朝行宮(仮の都)を金
  剛寺から楠木氏の菩提寺である河内国観心寺に遷した
1360年1月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣
1360年1月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~13690922)
1360年1月19日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年|<交替>丹後国守護｢仁木頼勝｣失脚⇒｢仁木義尹｣(~正平18･貞治
  2(1363)年)
1360年1月19日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年|<再任>紀伊国守護｢畠山国清｣(~同年)
1360年1月19日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年|<任命>越中国守護｢細川頼和｣(~康安元･正平16(1361)年9月23
  日解任)
1360年1月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大治3年|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢茶和布底｣
1360年1月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大治3年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢阿答阿者(Binasuor､制蓬峩)｣(~13900208死去)
1360年1月19日-09:00|日本|大阪府南河内郡河南町|正平15･延文5年1月|今川範氏･佐々木氏頼､平岩城(河内町平
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  岩)攻落
1360年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1360年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~1371.9死去)
1360年2月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾃｨﾝｸﾞﾎﾌ｣(~13640711死去)
1360年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰﾁ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣
1360年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏｰﾁ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣先代の子(~13811227死去)
1360年3月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾙﾎﾞﾙﾉｽ枢機卿がﾎﾞﾛｰﾆｬを獲得
1360年3月31日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年3月14日|<死去>二条為定(生年1293年/公卿､歌人)
1360年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｬﾍﾟｯﾀ･ﾃﾞｨ･ﾉｳﾞｪｯﾛ｣｢ﾆｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾓﾆｰﾉ｣
1360年4月3日-09:00|日本|大阪府河内長野市|正平15;延文5年3月17日|畠山国清が河内国の歓心寺を攻め､大門･
  講堂などを焼く
1360年4月12日-09:00|日本|滋賀県大津市|正平15;延文5年3月26日|近江国常楽寺本堂火災で全焼/その年のうち
  に観慶らによって再興
1360年4月16日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年4月|<交替>和泉国守護｢畠山国清｣⇒｢細川業氏｣(~(正平16年･康
  安1(1361)年)
1360年4月16日-09:00|日本|和歌山県紀の川市|正平15;延文5年4月|畠山国清勢､紀州竜門山の四条隆俊を破る
1360年5月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王代理の｢摂政｣王太子ｼｬﾙﾙ(のちのｼｬﾙﾙ5世)､｢ﾛﾝﾄﾞﾝ条約｣から大
  幅に条件を緩め､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞと｢ﾌﾞﾚﾃｨﾆｰ仮条約｣を結ぶ/｢ﾌﾗﾝｽ王位｣要求の放棄と交換に､ﾌﾗﾝｽ南西部のｱｷﾃｰﾇと､ﾌ
  ﾗﾝｽ北部の港湾都市ｶﾚｰの割譲､及び300万ｴｷｭの身代金を中心とする内容/これは10月に｢ｶﾚｰ条約｣として正式に
  締結される
1360年5月10日-09:00|日本|奈良県五條市|正平15;延文5年4月25日|南朝皇族で南朝征夷大将軍に任じられてい
  た赤松宮が､北朝に寝返り､義詮から軍勢を借りて､吉野･賀名生に進軍/赤松宮は南朝の前関白(二条師基)が率
  いる軍に敗北し､奈良に撤退
1360年5月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|正平15;延文5年4月28日|和田正武･楠木正儀が､赤松宮の立てこもる
  奈良を陥落させ､乱はわずか3日で収束
1360年5月16日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高麗･至元26年5月|倭寇､高麗の江華島を襲い城に破る
1360年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ6世｣兼ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世｣
1360年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ7世｣(⇒1380年ﾍﾞﾙｸ公~14080625死去)兼ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｳ
  ﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~1395年譲位)
1360年5月27日-09:00|日本|和歌山県|正平15;延文5年閏4月12日|南朝軍は紀伊国で大敗､楠木一族の楠木正久が
  戦死
1360年6月13日-09:00|日本|大阪府南河内郡河南町|正平15;延文5年閏4月29日|今川上総守範氏･佐々木氏頼･佐
  々木信詮5百余騎､平石城(平石)を攻略し､八尾の守将真木野某ら敗走
1360年6月14日-09:00|日本|和歌山県|正平15;延文5年5月1日|楠木軍は有田･湯浅･石垣城を落とされた
1360年6月14日-08:00|中国|  ||元･至正20年閏5月1日|陳友諒､徐寿輝を殺し､皇帝位に即き､国号を漢､年号を大
  儀とする/明玉珍､陳友諒と絶交､隴蜀王を称す
1360年6月22日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|正平15;延文5年5月9日|細川清氏､楠木正儀の赤坂城を
  陥落させる
1360年6月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ2世｣
1360年6月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ6世｣(~13620425死去)
1360年7月10日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|正平15;延文5年5月27日|足利義詮は撤兵を宣言し､摂津国尼ヶ崎の本
  陣を引き払う
1360年8月13日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年7月|<交替>伊勢･志摩国守護｢仁木義長｣⇒｢土岐頼康｣(~正平21･
  貞治5(1366)年8月)
1360年8月13日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年7月|<任命>三河国守護｢新田義高｣(~文中2･応安6(1373)年)
1360年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがｷﾌﾟﾛｽ及びｴﾙｻﾚﾑの王ﾋﾟｴﾄﾛと和平確立
1360年8月30日-09:00|日本|京都府京都市|正平15;延文5年7月18日|仁木義長､畠山国清と争い勢い尽きて京都を
  脱出
1360年8月31日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ/ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾊﾝｻﾞ同盟､ﾉﾙｳｪｰ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ﾄﾞｲﾂ騎士団が､ﾃﾞﾝﾏｰｸに対抗
  する同盟を結ぶ
1360年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾞﾛｰﾆｬが､ｱﾙﾎﾞﾙﾉｽ枢機卿から再びﾐﾗﾉに奪い返される
1360年9月11日-09:00|日本|愛知県|正平15;延文5年8月|前三河守護仁木義長方の諸士､三河国矢作･尾張国小河
  で畠山国清を攻める｡尾張守護土岐頼康･三河守護新田義高､仁木方を打ち破る
1360年9月14日-09:00|日本|岡山県|正平15;延文5年8月4日|山名時氏､因幡美作へ乱入し､美作の赤松方諸城を降
  す
1360年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣
1360年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~13730116死去とともに停止)
1360年9月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰｳﾞｪﾙﾆｭ女伯｢ｼﾞｬﾝﾇ1世｣(生年1326年､ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世の2度目の妃)
1360年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣
1360年10月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(⇒13610331､判
  事~13610915)
1360年10月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾚｰ条約が結ばれ､ﾌﾗﾝｽがｼﾞｬﾝ2世の身代金を支払い､ｱｷﾃｰﾇ･ﾎﾟﾜﾄｩｰ地方
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  などを割譲/ｲﾝｷﾞﾗﾝﾄﾞはﾌﾗﾝｽ王の称号を放棄
1360年11月2日-09:00|日本|京都府京都市東山区|正平15;延文5年9月23日|将軍義詮は細川清氏に謀反の気があ
  るとして､後光厳天皇を奉じて京都新熊野に移り､清氏誅殺のための兵を徴収､細川清氏は若狭国(現在の福井
  県南部)に逃れた
1360年11月7日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|正平15;延文5年9月28日|南朝方は近江国の佐々木氏頼ら石塔頼房ら
  の伊賀国･伊勢国の軍勢で北朝幕府方佐々木氏頼の近江市原城を攻撃するが矢野下野守らが戦死するなど南朝
  軍は大敗
1360年11月10日-09:00|日本|  ||正平15;延文5年10月|<交替>摂津国守護｢赤松光範｣解任⇒｢京極高氏｣(~正平17
  ･康安2(1362)年8月)
1360年11月10日-09:00|日本|  ||延文5･正平15年10月|<交替>丹波国守護｢仁木頼夏｣罷免⇒｢仁木義尹｣(~貞治2･
  正平18(1363)年4月)
1360年11月14日-09:00|日本|  ||延文5;正平15年10月5日|紀伊･摂津/4日に大震,5日に再震,6日の六ﾂ時過ぎに
  津波が熊野尾鷲から摂津兵庫まで来襲し,人馬牛の死が多かった
1360年12月4日-09:00|日本|福井県|延文5;正平15年10月25日|細川清氏は若狭国で幕府の追討軍に敗れる
1360年12月6日-09:00|日本|滋賀県大津市|延文5;正平15年10月27日|細川清氏は近江国坂本に逃走､進退極まっ
  て南朝に投降
1360年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｹﾝﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣
1360年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ｹﾝﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(~13970425死去)
1361年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayarjuna Malla｣(~1382年)
1361年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾅｳﾙｰｽﾞ｣
1361年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Urus Khan｣(~1377年死去)
1361年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾋｽﾞﾙ｣(~同年)⇒｢ﾃﾑﾙ･ﾎｰｼ
  ﾞｬ｣ﾋｽﾞﾙの子(~同年)⇒｢ｵﾙﾄﾞ･ﾏﾘｸ｣(~同年)⇒｢ｹﾙﾃﾞｨ･ﾍﾞｸ｣ｳｽﾞﾍﾞｸの子(~1362年)
1361年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Lutf Allah｣
1361年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Hasan al-Damghani｣(~1364年)
1361年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾍﾙﾐｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｨｰﾍﾟﾝﾌﾞﾛｯｸ｣(~1369年)
1361年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢Celaleddin or Koturum Bayezid｣(~1383年)
1361年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Damad1世 Alaeddin Ali Bey｣(~1398年)
1361年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||西ﾄﾗｷｱはｵｽﾏﾝ帝国の一部(ﾙﾒﾘｱ州の一部として)
1361年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝﾄﾙｺがｱﾄﾞﾘｱﾉｰﾌﾟﾙを占領し､首都とする
1361年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢John1世｣(~1386年)
1361年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢John3世｣(~1370年)
1361年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ｣(⇒13880326ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯~13930730死去)
1361年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣(~1382年)
1361年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾃﾞﾅ侯｢ﾆｯｺﾛ2世｣(~13880326死去)
1361年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ｣(~13710824死去)
1361年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首都がﾍﾟｼｭﾄからﾌﾞﾀﾞへ移転(-1541)
1361年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｽﾐﾄﾞｩｰﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｿﾝ｣(~1362年没)
1361年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｳﾏﾙ･ﾀｼｭﾌｨﾝ｣(~1361年)
1361年1月15日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽ十字軍のﾋﾟｴｰﾙ1世がｷﾙｷｱの港ｺﾘｺｽを占領
1361年1月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾆｰ伯｢Thierry de Heinsberg｣
1361年1月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Godfrey de Heinsberg｣(~1362年)
1361年2月6日-09:00|日本|  ||正平16･延文6年|<交替>筑前･対馬国守護｢少弐頼尚｣隠居⇒｢少弐冬資｣(~天授元･
  永和元(1375)年8月26日暗殺される)
1361年2月6日-09:00|日本|  ||正平16･延文6年|<任命>(南朝)肥前国守護｢菊池武光｣(~正平22･貞治6(1367)年)
1361年2月6日-09:00|日本|  ||正平16･延文6年|<任命>(南朝)豊前国守護｢少弐頼澄｣(~正平20･貞治4(1365)年)
1361年2月6日-09:00|日本|  ||正平16･延文6年|<任命>但馬国守護｢仁木頼勝｣(~正平20･貞治4(1365)年)
1361年2月6日-09:00|日本|愛媛県松山市|正平16;延文6年|風早郡宗昌寺木造大蟲禅師坐像が造られる
1361年2月23日-09:00|日本|滋賀県東近江市|正平16;延文6年1月18日|佐々木六角氏頼が寂室禅師を招請して永
  源寺創建<臨済宗永源寺派本山>
1361年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世｣
1361年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣(~13931213死去)
1361年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞ･ｼﾞｭﾘｱｽ｣
1361年3月8日-09:00|日本|  ||正平16;延文6年2月|仁木義長､南朝へ帰順
1361年3月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣
1361年3月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ｴﾙﾝｽﾄ1世の息子､弟のﾖﾊﾝと共
  同統治(~1383年死去)
1361年3月17日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾊｻﾝ｣殺害される
1361年3月17日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝第24代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｻﾗｰ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･
  ﾍﾞﾝ･ﾊｷﾞ｣(~13630529廃位)
1361年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公･4代ﾚｽﾀｰ伯･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯･ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ｣
1361年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(~1362年)､ﾗﾝｶｽﾀｰ公･ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ｺ
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  ﾞｰﾝﾄ｣(~13990203死去)
1361年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ｣
1361年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢John of Gaunt｣(~13990203死去)
1361年4月13日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|正平16;延文6年3月8日|醍醐寺の如意輪堂･五大堂がことごと
  く焼失
1361年5月4日-09:00|日本|  ||正平16;康安元年3月29日|北朝が｢康安｣に改元
1361年5月30日-09:00|日本|山口県下関市|正平16;康安元年4月26日|菊池軍は長門長府で幕府軍の山名･赤松軍
  を破ったが､豊後の宮方の島津･伊東らは裏切って幕府方となり､菊池を攻めたので､菊池は破れ敗走
1361年6月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||教皇軍が､ﾐﾗﾉ軍をﾛｯｼﾛで破る
1361年7月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ｱﾝﾃｨｵｷｱ王子ｼﾞｬﾝ(ﾖﾊﾝ)･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ｣(1度目~9.22)
1361年7月3日-09:00|日本|  ||正平16;康安元年6月|<任命>九州探題｢斯波氏経｣(~貞治4･正平20(1365)年8月)
1361年7月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ｱｽｺﾘｻﾄﾘｱｰﾉで地震(M6.3)､死者4千人
1361年7月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第57代｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾄﾞﾙﾌｨﾝ｣
1361年7月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾁｪﾙｼ｣(~1365年)
1361年7月18日-09:00|日本|  ||正平16;康安元年6月16日|近畿大地震､18日､20日､21日､22日と大地震が頻発/山
  崩れや海が陸地になるところあり/人民牛馬死傷万を越す/阿波雪の湊1700余戸すべて津波で消失
1361年7月26日-05:00|日本|  ||正平16;康安元年6月24日|<康安元年(正平)南海地震>寅の刻(午前4時頃)､近畿
  地方中南部(畿内)から四国地方にかけてﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8～8.5の巨大地震/震源地は西日本太平洋沖と推定/畿内の
  被害は社寺､仏閣に多く､摂津四天王寺の金堂が転倒して5人が死亡するなど､京都東寺の講堂､奈良興福寺､薬
  師寺の各金堂なども倒壊､唐招提寺の九輪が大破して廻廊が倒れ､法隆寺､紀伊熊野大社社殿など名だたる大寺
  ､大社が被害を負った
1361年7月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｺﾞｯﾄﾗﾝﾄﾞをﾃﾞﾝﾏｰｸが統治(~1398年)
1361年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱｼﾞｭﾗﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ｣(~1372年)､｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱｼﾞｭﾗﾝ｣(~1386年9
  月)
1361年8月6日-09:00|日本|福岡県糸島市|正平16;康安元年7月5日|少弐頼国が筑前国に入り､加布利城を攻略
1361年8月13日-09:00|日本|岡山県|正平16;康安元年7月12日|山名時氏､嫡子師氏(師義)､次男中務大輔､出雲､伯
  耆､因幡3箇所の勢3千騎を率いて美作へ発向/名木木山二箇条､篠向の城､大見丈ﾉ城､菩提寺ﾉ城､小原ﾉ城大野城
  ､六箇所の城は一矢も射ず降参
1361年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ(ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ)｣先代の娘婿.ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の三男.ﾘｯﾁﾓﾝﾄ
  ﾞ伯(⇒13621113初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公⇒13720625ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯退任⇒13900302兼ｱｷﾃｰﾇ公~13990203死去)
1361年8月24日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽ十字軍が小ｱｼﾞｱのｱﾀﾞﾘｱ港を占領し､ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱを攻撃
1361年8月25日-09:00|日本|  ||正平16;康安元年7月24日|大地震/摂津難波浦が干上がり､魚が打ち上げられる/
  数百人がこれを捕りに行くが､直後に大津波が押し寄せ全滅
1361年8月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ5世｣
1361年8月31日-09:00|日本|岡山県|正平16;康安元年8月|林野､妙見二ﾉ城は20日あまりこらえたが､山名方にひ
  きいれられ､倉懸､城一つ残り､佐用貞久､有元佐久がわずか二･三百騎にて楯籠る/山名時氏､子息中務少輔三千
  余騎にて押寄せ城の四方の山々峯々二十三箇所に陣を取る.播磨と美作の堺には竹山･千草･吉野･石堂が峯の
  四箇所に赤松則祐が百騎づつ勢を籠める.山名の執事小林重長は二千余騎にて星祭ﾉ獄へ打上り､城を眼下に見
  下ろしてひかえる.赤松世貞･舎弟則祐･其弟氏範･光範･師範･直範･顕範･佐用･上月･眞嶋･杉原の一族､二千余
  騎､高倉山の麓に陣を取る.山名師義は勝れたる兵八百騎を卒して､遊軍としてひかえる.阿保信禅が山名方に
  変わり､但馬国へ馳せ越え､長九郎左衛門と一緒に播磨へ打て入らんと企てるので､赤松は法花山に城郭を構え
  ､大山越の道を塞いで､五箇所へ勢を差向けた.赤松は山名と戦うにも勢少なく､中国の大将細川頼之に備前､備
  中､備後の兵を集めるよう応援を頼んだが､兵共は己が国々の私戦を捨てかねて､大将に従わなかった
1361年9月5日-09:00|日本|福岡県福岡市|正平16;康安元年8月6日|菊池武光が少弐頼国を筑前国油山で破る
1361年9月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾗｲｵﾈﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(13621113からｸﾗﾚﾝｽ公~1367
  0422)
1361年9月15日-09:00|日本|福岡県太宰府市|正平16;康安元年8月16日|菊池軍に少弐頼尚の拠る浦の城も陥とさ
  れた/頼尚は脱出
1361年9月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾁﾛﾙ伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ5世｣
1361年9月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾏｲﾝﾊﾙﾄ｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ﾏｲﾝﾊﾙﾄ3世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ5世の息
  子(~13630113死去,上ﾊﾞｲｴﾙﾝはﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ間で分割)
1361年9月23日-09:00|日本|  ||正平16;康安元年8月24日|大地震｡山王寺をはじめ畿内の伽藍多く倒壊｡紀伊で
  山が裂ける｡
1361年10月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣
1361年10月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~13730116死去)
1361年10月22日-09:00|日本|  ||正平16;康安元年9月23日|<交替>越中国守護｢細川頼和｣⇒｢斯波高経｣(~貞治元
  ･正平17(1362)年7月23日)
1361年10月22日-09:00|日本|京都府京都市|正平16;康安元年9月23日|<康安の政変>斯波高経､佐々木道誉等､幕
  府執事(管令)細川清氏を失脚させる/将軍足利義詮､清氏の征伐を決める/斯波高経幕政の実権を握る
1361年10月29日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高麗･至元27年10月|紅巾軍の第二次高麗侵入開始
1361年10月30日-09:00|日本|  ||正平16･延文6年10月|<交替>若狭国守護｢細川清氏｣失脚⇒｢石橋和義｣(~貞治2(
  1363)年8月)
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1361年10月30日-09:00|日本|  ||正平16･康安1年10月|<交替>肥後国守護｢大友氏時｣解任⇒｢阿蘇惟澄｣(~同年)
1361年11月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱﾙﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾉ3世｣
1361年11月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯｢ﾆｯｺﾛ2世｣(~13880326死去)
1361年11月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣
1361年11月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯･ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世の大叔母.ｼﾞｬﾝﾇ3世の妹(~1
  3820509死去)
1361年11月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公領とｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ公領がﾌﾗﾝｽ王領に併合される(~1363年)
1361年11月25日-09:00|日本|京都府京都市右京区|正平16;康安元年10月27日|臨川寺焼亡
1361年11月25日-09:00|日本|福井県|正平16;康安元年10月27日|若狭守護代頓宮四郎左衛門尉､若狭に逗留中の
  細川清氏に反旗を翻し､清氏は若狭から逃れる
1361年11月27日-09:00|日本|福井県三方郡美浜町|正平16;康安元年10月29日|椿峠で細川清氏軍と斯波氏頼軍等
  北陸軍が戦闘し清氏派敗退､南朝に降る
1361年11月28日-09:00|日本|  ||正平16･康安元年11月|<失脚>武蔵･伊豆国守護｢畠山国清｣
1361年12月1日-09:00|日本|岡山県|正平16;康安元年11月4日|山名時氏､會下城､倉懸城を降し､美作をほぼ支配
  下に置く
1361年12月6日-09:00|日本|  ||正平16･康安元年11月9日|<就任>北朝関白｢近衛道嗣｣(~貞治2年6月16日)
1361年12月20日-09:00|日本|静岡県|正平16;康安元年11月23日|畠山国清､足利基氏に背いて鎌倉を出奔し伊豆
  国に城郭を構える
1362年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾊﾞｷ･ｼｬｰ｣(~1418年)
1362年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝ﾑﾊﾝﾏﾄﾞがｳﾞｨｼﾞｬﾅｶﾞﾙ領に侵攻
1362年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾝ｣(~1364年)
1362年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙが東西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国を一時的に統一(ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ
  国)
1362年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~13630809)
1362年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾌｨｵﾚﾝﾂｧ1世ｻﾇｰﾄﾞ｣(~1371年)
1362年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第7代ｶﾘﾌ｢ﾑﾀﾜｯｷﾙ1世｣(~1383年)
1362年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｳﾞﾗﾃﾞｨﾐﾗｽ(ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ6世)｣(~1394年)
1362年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Muzafferuddin Ishak･ﾍﾞｲ｣(~1388年)
1362年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘﾕｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1379年)
1362年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾞｨｸ･ﾍﾞｲﾘｸ･ﾍﾞｲ｢Ishak･ﾍﾞｲ｣(~1368年)
1362年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾄﾞﾘｱﾉｰﾌﾟﾙ(ｴﾃﾞｨﾙﾈ)はｵｽﾏﾝ帝国の一部
1362年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Arnold4世de Rumigny｣(~1364年)
1362年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｽﾁｪﾊﾟﾝ･ｶﾆｼｭｷ｣(~1366年)
1362年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ伯｢Charles de Valois｣(~1382年)
1362年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ4世｣ｳｪｰﾙｽﾞ公ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子｣(~1372年退位)
1362年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｸﾞﾘｰ｣(⇒13850806兼初代ﾖｰｸ公~14020801死去
  )
1362年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾄﾙｼｭﾀｲﾝ･ｴｲﾖﾙﾌｿﾝ｣(2回目~1364年)
1362年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾊﾞｰ･ｶｲﾅ･ｱﾝｶﾋﾞ｣(~1370年)
1362年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲﾔﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣(~1366年)
1362年1月4日-09:00|日本|京都府京都市|正平16;康安元年12月8日|南朝方の細川清氏､楠木正儀､一時京都を占
  領
1362年1月4日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|正平16;康安元年12月8日|北朝後光厳天皇も比叡山から近江国武
  佐行宮に逃れる
1362年1月12日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｷﾞﾚﾑ･ｱｰﾉｳ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾀｳ｣(~13640629)
1362年1月23日-09:00|日本|京都府京都市|正平16;康安元年12月27日|足利義詮､京都を回復/南朝は戦わずに京
  都を退出
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|<交替>越後国守護｢宇都宮氏綱｣⇒｢上杉憲顕｣(~正平23･応安元
  (1368)年9月19日死去)
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|<再任>摂津国守護｢赤松則祐｣(~貞治2･正平18(1363)年)
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|<追放>備中国守護｢高師秀｣秋葉信盛により
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|<任命>伊豆国守護｢高坂氏重｣(~応安元･正平23(1368)年6月解
  任)
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|<任命>四国管領｢細川頼之｣(~不詳)
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|<任命>上総国守護｢千葉氏胤｣(~正平19･貞治3(1364)年解任)
1362年1月27日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年|四辻善成､｢河海抄｣(源氏物語の注釈書)成る
1362年1月27日-09:00|日本|愛知県岡崎市|正平17･康安2年|愛知天恩寺仏殿,足利義満が建立
1362年1月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|正平17･康安2年|風早郡宗昌寺木造文殊菩薩坐像が造られる
1362年1月27日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|正平17;康安2年|畠山国清､仏真禅師妙謙を開山に､伊豆天長山国
  清寺開基
1362年1月27日-09:00|日本|東京都あきる野市|正平17･康安2年|東京光厳寺の釈迦像(運朝)できる
1362年1月27日-09:00|日本|広島県廿日市市|正平17;康安2年1月1日|厳島神社遷宮



1370迄(1504件)

1362年2月7日-09:00|日本|茨城県|正平17･康安2年1月12日|<死去>常陸国守護｢(常陸佐竹氏第9代当主)佐竹義篤
  ｣52才､子の義宣が継ぐ(~康応元･元中6(1389)年7月14日死去)
1362年2月15日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾎｰｺﾝ｣共治(~13640215~13800911死去40歳)
1362年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国ﾍﾞｲ｢ｵﾙﾊﾝ｣
1362年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾍﾞｲ｢ﾑﾗﾄ1世｣先代の次男(⇒1383年､ｽﾙﾀﾝ~13890615ｺｿﾎﾞの戦いで戦死
  )
1362年3月2日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|正平17;康安2年2月6日|藤原宗有直貞､渋川六所大明神建立
1362年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｸｰﾉ2世｣(~13880521死去)
1362年4月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ6世｣
1362年4月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世｣(2期目~13910116死去)
1362年5月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ｽﾄﾗｼﾐｰﾙ･ﾊﾞﾙｼｯﾁ｣(~13730115死去)､｢ｼﾞｭﾗｼﾞ1世ﾊﾞﾙｼｯ
  ﾁ｣(~13780113死去)､｢ﾊﾞﾙｼｬ2世ﾊﾞﾙｼｯﾁ｣(~13850918死去)
1362年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ4世｣
1362年5月8日-09:00|日本|静岡県沼津市|正平17;康安2年4月14日|関東公方足利基氏､新田義一を討たしめ､狩野
  介興家降り､三津城落城
1362年5月19日-09:00|日本|  ||正平17;康安2年4月25日|<任命>関東執事｢高師有｣(~貞治2(1363)年2月2日)
1362年5月30日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年5月7日|<死去>懽子内親王(生年1315年/皇族､伊勢斎宮､光厳上
  皇の妃)
1362年7月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||新興のｵｽﾏﾝ帝国がﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのすぐ南方にあたるﾄﾗｷｱ地方のｱﾄﾞﾘｱﾉｰﾌﾟﾙ(ｴﾃﾞｨﾙﾈ)を征
  服
1362年7月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾁｪｺ|  |||<死去>ｱﾝﾅ･ｼﾌｨﾄﾞﾆﾂｶ(生年1339年､神聖ﾛｰﾏ皇帝兼ﾎﾞﾍﾐｱ王ｶｰﾙ4世の3番目の
  妃)
1362年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Albert2世｣
1362年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann2世｣(~13820411死去)共同統治
1362年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Louis｣
1362年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Charles3世｣(~13850408)
1362年8月13日-09:00|日本|  ||正平17;康安2年7月23日|<退任>越中国守護｢斯波高経｣
1362年8月13日-09:00|日本|  ||正平17;康安2年7月23日|<任命>室町幕府管領･越中国守護｢斯波義将｣(~貞治5(1
  366)年8月8日)父の高経､後見し幕府の実権を握る
1362年8月14日-09:00|日本|香川県坂出市|正平17;康安2年7月24日|阿波国守護･細川頼之が細川清氏を讃岐国の
  白峰城(高屋城とも)で敗死させ四国を平定.中院源少将の拠る鵜足郡西長尾城も陥落
1362年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮｰﾝ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ﾀﾜｰ(生年1321年､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ2世の最初の王妃)
1362年9月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第199代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ6世｣[1352年12月18日生～]
1362年9月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第200代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ5世｣(~13701219死去)
1362年9月28日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|正平17;康安2年9月10日|鎌倉公方･足利基氏､畠山国清を
  箱根合戦で破る
1362年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｸﾞｲﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｷﾞﾄﾞｩｯﾁｮ｣
1362年10月9日-09:00|日本|福岡県糟屋郡粕屋町|正平17;康安2年9月21日|菊池武光が斯波氏経､少弐冬資らを筑
  前国長者原で撃破
1362年10月11日-09:00|日本|  ||正平17;貞治元年9月23日|北朝が｢貞治｣に改元
1362年10月19日-09:00|日本|  ||正平17;貞治元年10月|<任命>讃岐国守護｢細川頼之｣(~天授5･康暦元(1379)年
  閏4月解任)
1362年10月22日-09:00|日本|福岡県糟屋郡粕屋町|正平17;貞治元年10月4日|<長者原の戦>探題斯波氏経と少弐
  の連合軍は緒戦で菊池軍を撃破したが､探題･少弐連合軍は総崩れ敗退
1362年10月24日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ｱﾝﾃｨｵｷｱ王子ｼﾞｬﾝ(ﾖﾊﾝ)･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ｣(2度目~1365年)
1362年11月4日-09:00|日本|  ||正平17;貞治元年10月17日|<任命>肥後国守護｢阿蘇惟村｣(~同年)
1362年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾗﾚﾝｽ公｢ﾗｲｵﾈﾙ･ｵﾌﾞ･ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ｣ｱﾙｽﾀｰ伯(~13681007死去)
1362年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>5代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ(ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ)｣ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯⇒初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公(⇒1372062
  5ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯退任⇒13900302兼ｱｷﾃｰﾇ公~13990203死去)
1362年11月19日-09:00|日本|  ||正平17･康安2年11月3日|<死去>｢大友氏泰｣(生年1321年/大友氏の第7代当主､
  元豊後･肥前･豊前･日向守護)
1362年12月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾑﾗｰﾉ島のｻﾝ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ修道院設立
1362年12月21日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ3世｣
1362年12月21日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ4世｣(~1373年死去)
1362年12月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ5世｣
1362年12月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ6世｣(~1373年死去)
1363年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣建国(~1402年死去)
1363年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ﾊﾟｰｺｰﾝ｣(~1386年)
1363年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾎﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ1世｣(~1373年)
1363年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Mohamed el-Jameel Bavana Sooja｣Khadijahの最初の夫(~136
  4年暗殺される)
1363年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｲﾘﾔｰｽ･ﾎｰｼﾞｬ｣ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙの子(~1365年)
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1363年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<廃位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Khadijah  Raadha Abaarana｣
1363年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国から西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国が再分裂
1363年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ｣(~1389年)
1363年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾀﾞﾙ･ｱﾙ･ｱｯﾊﾞｽ｣(~1377年死去)
1363年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ1世創設者｣(~1367年没)
1363年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽにﾊﾟﾝﾄｸﾗﾄﾗｽ修道院
1363年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝が第1次ﾏﾘｯﾂｧ河畔の戦いで南ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ･ﾄﾗｷｱを征服
1363年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ｱﾝﾄｰﾆｵ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~14040429死去)
1363年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Albert5世von Ortenburg｣(~1390年)
1363年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢Malcolm Fleming｣
1363年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Guillaume de Birketon｣
1363年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢Thomas Fleming｣(~1372年剥奪~1382年死去)
1363年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾚｸｰ島はIle desMarchandsと呼ばれるｶﾞｰﾝｼﾞｰのﾙﾏﾙｼｬﾝ家によって保持
1363年1月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾓｽｸﾜ公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣(~13890519没)
1363年1月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾏｲﾝﾊﾙﾄ｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ﾏｲﾝﾊﾙﾄ3世｣上ﾊﾞｲｴﾙﾝはﾊﾞｲｴﾙ
  ﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ間で分割
1363年1月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ4世｣(~13650727死去)
1363年1月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｼｭﾃﾌｧﾝ2世｣(~13750513)
1363年1月16日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年|<交替>摂津国守護｢赤松則祐｣⇒｢赤松光範｣(~文中2･応安6(137
  3)年)
1363年1月16日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年|<任命>下野国守護｢宇都宮基綱｣(~正平21･貞治5(1366)年)
1363年1月16日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年|<任命>若狭国守護｢斯波義種｣(~貞治5･正平21(1366)年8月8日
  失脚)
1363年1月16日-09:00|日本|愛知県豊田市|正平18;貞治2年|この年､大弐法眼､三河国猿投社の釈迦如来像を造立
1363年1月16日-09:00|日本|静岡県富士市|正平18･貞治2年|雲巌寺16世大勲策禅師､越後領主上杉憲顕の領地に
  天寧庵(中里)を建立(善得寺の始まり)
1363年1月16日-08:00|中国|  ||元･至正23年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙ｣
1363年1月16日-08:00|中国|  ||元･至正23年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｲﾘﾔｰｽ･ﾎｰｼﾞｬ｣(~1368年死去)
1363年1月16日-08:00|中国|  ||元･至正23年|漢･陳友諒､大定(~1363)と改元
1363年1月16日-08:00|中国|  ||元･至正23年1月1日|明玉珍､重慶(四川重慶)で皇帝位に即き､国号を夏､年号を
  天統とする
1363年2月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸﾞ家がｹﾙﾝﾃﾝ､ﾃｨﾛｰﾙを領邦に編入
1363年2月15日-08:00|中国|  ||元･至正23年2月|張士誠軍が安豊を破り､劉福通を殺害
1363年3月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾚ･ｱﾄﾞﾙﾉ｣(13700813)
1363年3月27日-09:00|日本|京都府|正平18;貞治2年2月12日|丹波国の南朝方の軍､戦わずに退却
1363年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ﾆｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾓﾆｰﾉ｣
1363年5月8日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年3月24日|<交替>上野国守護｢宇都宮氏綱｣⇒｢上杉憲顕｣(~正平23･
  応安元(1368)年9月19日死去)
1363年5月8日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年3月24日|<交替>相模国守護｢河越直重｣⇒｢三浦高通｣(~正平22年･
  貞治6(1367)年)
1363年5月8日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年3月24日|<任命>安房国守護｢上杉憲顕｣(~正平23･応安元年9月19
  日(13681031)死去)
1363年5月8日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年3月24日|<任命>関東管領｢上杉[山内]憲顕｣(~12月)
1363年5月14日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年4月|<解任>相模国守護｢河越直重｣
1363年5月23日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年4月10日|<交替>薩摩国守護｢島津貞久｣退任⇒｢島津師久｣(~貞治
  5･正平21(1366)年)
1363年5月23日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年4月10日|<交替>大隅国守護｢島津貞久｣隠居⇒｢島津氏久｣(~永和
  2･天授2(1376)年8月12日解任)
1363年5月29日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｼｬｰﾊﾞｰﾝ2世｣(~13770315)
1363年5月29日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<廃位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝第24代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｻﾗｰ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･
  ﾍﾞﾝ･ﾊｷﾞ｣
1363年6月12日-09:00|日本|大分県大分市|正平18;貞治2年5月|菊池は高崎城に籠った大友氏時を捕虜にし､これ
  を斬り､斯波氏経も城を捨て四国に走った
1363年6月12日-09:00|日本|大分県大分市|正平18;貞治2年5月|菊池軍は豊後松岡城に拠る少弐頼尚･冬資らを撃
  破/少弐らは四国土佐国へ出奔
1363年6月22日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年5月11日|二条良基の衣かづき日記できる
1363年6月25日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ4世｣共同統治(~14190816没)
1363年8月7日-09:00|日本|  ||正平18･貞治2年6月27日|<就任>北朝関白｢二条良基｣(~貞治6年8月27日)
1363年8月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｸﾚﾀ島ｺﾐｭｰﾝ総督･総長｢ﾏﾙｺ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~13640509没)
1363年8月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾚﾀ島のｺﾐｭｰﾝ(｢聖ﾃﾄｽ共和国｣)がｳﾞｪﾈﾂｨｱの支配に反抗して独立宣言(~13
  640509)
1363年8月10日-09:00|日本|  ||貞治2･正平18年7月|<辞任>山城国守護(侍所頭人)｢佐々木高秀｣
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1363年8月10日-08:00|中国|  ||元･至正23年7月|朱元璋が陳友諒軍を番陽湖の戦いで撃破
1363年8月12日-09:00|日本|鹿児島県|正平18･貞治2年7月3日|<死去>島津貞久(生年1269年/前薩摩･大隅守護､島
  津氏第5代当主)
1363年9月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(豪胆公､大胆公､豪勇公)｣(~14040427死去)
1363年9月8日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年8月|<任命>丹波･丹後国守護｢足利直冬｣(~正平19･貞治3(1364)年
  3月16日)
1363年9月8日-08:00|中国|  ||元･至正23年8月|朱元璋が陳友諒を攻撃し､長江流域に進出
1363年10月3日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年8月26日|足利基氏､宇都宮氏綱らと東松山市岩殿山及び下野夫
  玉らに戦い敗る
1363年10月3日-08:00|中国|  ||元･至正23年8月26日|<八陽湖の戦い>漢･陳友諒､朱元璋に敗死/子の陳理､嗣ぐ/
  徳寿と改元(~1364)
1363年10月8日-09:00|日本|  ||正平18;貞治2年9月|<任命>筑後国守護｢大友氏時｣(~貞治3･正平19(1364)年7月)
1363年10月8日-08:00|中国|  ||元･至正23年9月|張士誠､呉王と自称する
1363年10月17日-09:00|日本|広島県|正平18;貞治2年9月10日|足利直冬が備後を逃れ､山名時氏が幕府に降伏
1363年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣
1364年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾀｳﾝｸﾞはｱﾜ(ﾋﾞﾙﾏ)に編入
1364年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<死去>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Mohamed el-Jameel Bavana Sooja｣暗殺される
1364年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｱﾐｰﾙ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾝ｣(~1365年
  )
1364年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Khadijah Raadha Abaarana｣(~1374年退位)
1364年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ｳｽﾚﾁﾝｽｷｰ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1409年)
1364年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｺｽﾄﾛﾏはｳﾗｼﾞｰﾐﾙに併合され､その時点でﾓｽｸﾜ公配下(ﾓｽｸﾜは他のﾛｼｱ公国を併合し始めた
  )
1364年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<復位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Khwaja 'Ali-yi Mu'ayyad ibn Masud｣(~1376年)
1364年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1366年)
1364年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｬﾝﾀﾞﾙ･ｶﾗ･ﾊﾘﾙ･ﾍｲﾚﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ(ﾁｬﾝﾀﾞﾙﾙ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ長老)｣(~13870
  122)
1364年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾆｯｺﾛ2世ﾀﾞｯﾚ･ｶﾙﾁｪﾘ｣共同統治者(~1371年)
1364年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ2世･ﾃﾞｨ･ﾀｰﾗﾝﾄ｣(~1373年)
1364年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ･ｼｬﾑｽ｣(~1368年)､｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾌｻｰﾑ｣(~1368年)
1364年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<建国>ｶﾙﾆｵﾗ公国
1364年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ5世(ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世)｣
1364年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢John1世｣(~1386年)
1364年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~1370年死去)
1364年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｱﾙｹﾙのﾖﾊﾈ｣(~13780701死去)
1364年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｶﾙﾆｵﾗ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣(ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣~13650727死去)
1364年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾍﾝﾘｸ1世｣(~1375.8死去)
1364年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｵﾗﾌﾙ･ﾍﾟﾄｩﾙｿﾝ｣(~1365年)
1364年2月4日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年|<交替>加賀国守護｢富樫昌家｣(~元中4･嘉慶元(1387)年死去)
1364年2月4日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢土岐直氏｣(~正平20･貞治4(1365)
  年)
1364年2月4日-08:00|中国|  ||元･至正24年1月1日|朱元璋､呉王の位に即く
1364年2月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ4世が､ｵｰｽﾄﾘｱのﾙﾄﾞﾙﾌ4世にﾁﾛﾙを譲渡する(ﾌﾞﾙﾉの条約)
1364年2月15日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｱﾙﾌﾞﾚｸﾄ｣(~13890224~14120401死去)
1364年3月5日-09:00|日本|福岡県行橋市|正平19;貞治3年2月|菊池武勝は豊前国馬岳に拠る大内義弘を撃破し香
  春岳に追いつめた/義弘は菊池に罪を謝し長門に引きあげた
1364年3月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｿｲｴｰﾙ･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝ｣
1364年3月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｺﾞｰﾃｨｴ4世･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝ｣ｿｲｴｰﾙ･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝの息子(~1381年死去)ｱﾙｺﾞｽ
  とﾅﾌﾌﾟﾘｵを支配
1364年3月22日-08:00|中国|  ||元･至正24年2月19日|漢･陳理､朱元璋に降る/漢滅亡
1364年3月24日-09:00|日本|京都府京都市|正平19;貞治3年2月20日|細川頼之､山城国景徳寺を建立/この日落慶
1364年4月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾀﾄﾞﾐﾝﾋﾞｬ｣(~13670903)
1364年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｸﾞｲﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ﾁﾛ｣
1364年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世(善良王)44歳(誕生:13190416)身代金未払いのため幽閉さ
  れていた
1364年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ｳﾞｧﾛﾜ朝)ｼｬﾙﾙ5世賢明王[ｼﾞｬﾝ2世の子](~13800916)
1364年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｼｬﾙﾙ5世｣
1364年4月18日-09:00|日本|  ||正平19･貞治3年3月16日|<任命>因幡国守護｢山名氏冬｣(~正平25･応安3(1370)年
  1月5日死去)
1364年4月18日-09:00|日本|  ||正平19･貞治3年3月16日|<任命>石見国守護｢山名時義｣(~正平21･貞治5(1366)年
  )
1364年4月18日-09:00|日本|  ||正平19･貞治3年3月16日|<任命>丹後国守護｢山名師義｣(~天授2･永和2年3月11日
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  (13760331)死去)
1364年4月18日-09:00|日本|  ||正平19･貞治3年3月16日|<任命>伯耆･丹波国守護｢山名時氏｣(~建徳2･応安4(137
  1)年3月28日死去)
1364年4月18日-09:00|日本|  ||正平19･貞治3年3月16日|<任命>美作国守護｢山名時義｣(~貞治5･正平21(1366)年
  )
1364年4月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~13650125)
1364年4月27日-09:00|日本|三重県伊賀市|正平19;貞治3年3月25日|仏師寛慶･忍慶､万寿寺の地蔵菩薩像を造る
1364年5月3日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年4月|<交替>上総国守護｢千葉氏胤｣解任⇒｢岩松(新田)義政｣(~7月
  28日自害)
1364年5月5日-09:00|日本|  ||正平19･貞治3年4月3日|<交替>備前国守護｢松田信重｣⇒｢赤松則祐｣(~建徳2･応安
  4年11月29日(13720113)死去)
1364年5月5日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年4月3日|<死去>大覚妙実/68歳で示寂
1364年5月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｸﾚﾀ島ｺﾐｭｰﾝ総督･総長｢ﾏﾙｺ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣
1364年5月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世が｢ﾔｷﾞｪｳｫ大学｣設立.ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ最古
1364年5月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世(故ｼﾞｬﾝ2世の子)方の総指揮官ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾃﾞｭ･ｹﾞｸﾗﾝ､ﾌﾗﾝｽ東
  部の｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公領｣の相続を主張してｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王家と｢同盟｣を結んだ｢ﾅｳﾞｧﾙ王｣ｼｬﾙﾙ方の総指揮官ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｸﾞ
  ﾗｲｰと､ﾊﾟﾘ郊外のｺｼｭﾚﾙに対峙し､ﾌﾗﾝｽ王軍が大勝(ｺｼｭﾚﾙの戦い)
1364年5月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ領主｢John1世｣
1364年5月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Guy｣(~13710823死去)John1世の息子
1364年5月22日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年4月20日|御子左為明が新拾遺和歌集四季部六巻を撰進
1364年6月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾟﾝﾔ王｢ｳｻﾞﾅ2世｣(~9月)
1364年6月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｳｪﾝｾｽﾗｳｽ1世｣
1364年6月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾙﾊﾟｰﾄ1世｣(~14090112死去),｢ｳｪﾝｾｽﾗｳｽ2世｣(~1413年),｢ﾎﾞﾚ
  ｽﾜﾌ4世｣(~13940303死去),｢ﾍﾝﾘｰ8世｣(~13981212死去)
1364年6月30日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年6月|<任命>備中国守護｢宮兼信(備後国吉備津神社社家)｣(~貞治
  4･正平20(1365)年)
1364年7月11日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾃｨﾝｸﾞﾎﾌ｣
1364年7月11日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾀｲﾝﾍﾞﾙｸ｣(2回目~9
  .29)
1364年7月14日-09:00|日本|京都府京都市東山区|正平19;貞治3年6月15日|万寿寺が炎上
1364年8月5日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年7月7日|<死去>光厳天皇(光厳院)/52歳(誕生:正和2(1313)0709)
  北朝初代天皇だった
1364年8月6日-09:00|日本|  ||貞治3･正平19年7月8日|<交替>筑後国守護｢大友氏時｣隠居⇒嫡子の｢大友氏継｣(~
  同年)
1364年8月6日-09:00|日本|  ||貞治3･正平19年7月8日|<交替>豊後国守護｢大友氏時｣隠居⇒嫡子の｢大友氏継｣(~
  正平23･応安元(1368)年)｣隠居⇒嫡子の｢大友氏継｣(~同年)
1364年8月23日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|正平19;貞治3年7月25日|安楽寿院焼亡
1364年8月26日-09:00|日本|  ||貞治3･正平19年7月28日|<死去>上総国守護｢岩松義政｣自害､外従子の直明が就
  任(~12月)
1364年8月26日-09:00|日本|群馬県太田市|貞治3;正平19年7月28日|世良田義政が鎌倉公方足利基氏に攻められ､
  上野長楽寺如来堂で自殺
1364年9月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾛﾍﾞﾙﾄ2世｣
1364年9月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣ﾛﾍﾞﾙﾄ2世の兄弟(~13741125死去)
1364年9月29日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾌﾘｰﾏｰｽﾊｲﾑ｣(~1385年3月
  死去)
1364年9月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣
1364年9月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世が支援する｢ﾌﾞﾛﾜ伯｣ｼｬﾙﾙ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世と同盟
  する｢ﾓﾝﾌｫｰﾙ伯｣ｼﾞｬﾝに､ﾌﾗﾝｽ北西部の｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公領｣での｢ｵｰﾚの戦い｣で敗退し戦死/以後､ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ
  の影響下に入る
1364年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ｺﾙﾍﾞｯﾛ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1364年10月7日-09:00|日本|京都府京都市|正平19;貞治3年9月12日|本覚法印日大京木辻に上行院を創す
1364年11月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾆｺﾗｴ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ｣
1364年11月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ1世ｳﾞﾗｲｸ･ｳﾞｫﾀﾞ｣ﾆｺﾗｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙの息子(~1376
  年)
1364年11月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>内ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世｣(~13790925)兼ﾁﾛ
  ﾙ伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ｣(~13860709死去)
1364年11月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣(~1395082
  9死去)兼ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣(~1379年)
1364年11月21日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年10月27日|<死去>歌人･御子左為明/70
1364年11月22日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年10月28日|<就任>関東管領｢上杉某｣(~12月23日)
1364年11月29日-09:00|日本|愛媛県西条市|正平19;貞治3年11月6日|河野通朝､讃岐の細川頼之の軍と世田山城
  で戦って敗死
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1364年12月30日-09:00|日本|  ||正平19;貞治3年12月7日|<交替>上総国守護｢岩松(新田)直明｣⇒｢上杉朝房｣(~
  正平20･貞治4(1365)年)
1365年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｱｼﾞｰｽﾞ･ﾊﾝ｣(~1367年)
1365年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｶﾏﾙｯﾃﾞｨｰﾝ｣ﾄﾞｸﾞﾗﾄ部の指導者で簒奪者(~1389年)
1365年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ﾎﾞﾘｿｸﾞﾚﾌﾟｽｷｰ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1404年)
1365年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞ共和国がｵｽﾏﾝ朝の保護下に入る
1365年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ伯｢ﾍﾙﾏﾝ6世｣(~1373年､ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯領はｳﾞｪｯﾃｨﾝ家の封土に併合
  )
1365年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙｺ･ｺﾙﾈｰﾙ｣(~1368年)
1365年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｳｨｰﾝ大学が創立される
1365年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Nicolas de Cheney｣
1365年1月23日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年|<交替>上総国守護｢上杉朝房｣⇒弟の｢上杉朝宗](~応永4(1397)
  年)
1365年1月23日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年|<任命>伊賀国守護｢中条元威｣(~天授6･康暦2(1380)年12月)
1365年1月23日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年|<任命>隠岐国守護｢富田直貞｣(~翌年)
1365年1月23日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢斯波義種｣(~正平21･貞治5(1366
  )年)
1365年1月23日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平20;貞治4年|建武2年に台風で倒壊した鎌倉大仏殿再建
1365年1月23日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|正平20;貞治4年|直伝玄賢､曹洞宗東谷山栄林寺(天竜市二俣町
  二俣)を開創
1365年2月10日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾟﾚ･ﾄﾞ･ﾙﾅ｣(~1370年)
1365年2月17日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年1月26日|<死去>二条師基(生年1301年/南朝の公卿･元関白)
1365年3月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｼｬﾙﾙ5世が､ﾅﾊﾞﾗと和平を結ぶ
1365年3月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣
1365年3月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｵｯﾄｰ7世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世の弟(~13730818退任)
1365年4月1日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年3月10日|<死去>一条経通(生年1317年/公卿､元関白)
1365年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝ4(5)世征服公｣ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙとｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙの1
  人息子(~13991101死去)
1365年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世､ﾌﾗﾝｽ北西部の｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公領｣の両陣営に｢ｹﾞﾗﾝﾄﾞ条約｣(ｹﾞﾗﾝﾄﾞ
  はﾌﾗﾝｽ西岸の都市)を結ばせる/｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ継承戦争｣が終わる/｢ﾓﾝﾌｫｰﾙ伯｣ｼﾞｬﾝ(ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ)を｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣
  ｼﾞｬﾝ4世として承認するかわりに､ﾌﾗﾝｽ王の｢宗主権｣を認めさせる(｢臣下の礼｣をとらせる)/ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝﾃｨｴｰ
  ｳﾞﾙ(ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜの未亡人)､｢ﾊﾟﾝﾃｨｴｰｳﾞﾙ伯領｣と高額な年金を得ることと､長子とｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙの娘が婚約
  することを条件に｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公領｣の諸権利を放棄
1365年5月7日-09:00|日本|愛媛県松山市|正平20;貞治4年4月16日|細川頼之､河野通朝の子通堯を攻め､伊予国高
  縄山城を陥落させる.通堯､能美島に逃れ
1365年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣兼下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣
1365年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｵｯﾄｰ7世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世の弟(~13730818退任)兼下ﾗｳｼﾞ
  ｯﾂ辺境伯(~1367年退任､ﾗｳｼﾞｯﾂはﾎﾞﾍﾐｱ領に併合)
1365年5月21日-09:00|日本|静岡県|正平20･貞治4年4月30日|<死去>駿河国守護｢今川範氏｣(生年1316年)
1365年5月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平20;貞治4年5月|鎌倉宝戒寺の憲円地蔵像ができる
1365年6月1日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾚｲﾓﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰ｣(~13740216没)
1365年6月2日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰがｳﾞｨﾃﾞｨﾝを占領(~1369年11月)
1365年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ4世が､ｱｳﾞｨﾆｮﾝの教皇を訪問し､ｱﾙﾙ王に即位
1365年7月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第58代｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾁｪﾙｼ｣(陰謀によるか?)
1365年7月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第59代｢ﾏﾙｺ･ｺﾙﾈｰﾙ｣(~1368年)
1365年7月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･ﾁﾛﾙ伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ4
  世建設公｣
1365年8月18日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年8月|<任命>九州探題｢渋川義行｣(~応安3･建徳元(1370)年9月2日
  )/九州に下向しようとしたが､南朝方の勢力が強くついに九州に入ることはできなかった
1365年8月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ4世善良公｣
1365年8月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ6世｣(~13930307死去)､｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ
  6世隻眼公｣(~1377年~13940613死去)
1365年9月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ共同皇帝(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｳﾞｶｼﾝ･ﾑﾙﾆｬｳﾞﾁｪｳﾞｨｯﾁ｣(~13710926､ﾏﾘﾂｧの戦いで
  戦死)､｢ｳﾞｸ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣(~13950517)､｢ﾖｳﾞｧﾝ･ﾄﾞﾗｶﾞｼｭ･ﾃﾞﾔﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~1378年)
1365年9月3日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|正平20;貞治4年8月17日|吉野行宮焼失(南朝)
1365年9月16日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年9月|<任命>備中国守護｢渋川義行｣(~天授元･永和元(1375)年8月
  11日死去)
1365年9月28日-09:00|日本|千葉県|正平20;貞治4年9月13日|<死去>下総国守護｢千葉氏胤｣子の満胤が継ぐ(~応
  永24(1417)年1月隠居)
1365年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｱﾆｮｰﾛ･ﾃﾞｨ･ｱｶﾌﾟﾄﾛ｣｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ｼ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｳﾞｧﾆｵｰﾘ
  ｣
1365年10月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽ王ﾍﾟﾄﾛｽ1世がｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱを奇襲し､占領(~12日)
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1365年10月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾍﾝﾘｸ｣
1365年11月14日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年10月|<任命>駿河国守護｢今川氏家｣(~正平22･貞治6(1367)年)
1365年11月20日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年10月7日|伯耆･丹波守護･山名時氏､これ以前に法体となり､道
  静を名のる
1365年11月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸのｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ4世が､ﾊﾝｻﾞ同盟と有利な講和締結
1365年11月22日-09:00|日本|  ||正平20;貞治4年10月9日|<任命>壱岐国守護｢宗像氏俊｣(~応安2･正平24(1369)
  年)
1365年12月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾆｺﾗｽ2世｣
1365年12月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｼﾞｮﾝ1世｣(~1378年)
1366年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣ｺﾞﾝﾁｪｸのひ孫(~1370年)
1366年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙがｻﾏﾙｶﾝﾄﾞの支配権を掌握
1366年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>黒羊朝初代国王｢ﾊﾞｲﾗﾑ･ﾎｼﾞｬ｣(~1380年)
1366年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1368年)
1366年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ｶﾘﾖﾀｲﾃｨｽ｣(~1370年)
1366年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｺｰﾆｬ･ｾｰﾁｪﾆ｣(~1367年)
1366年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ｾｰﾁｰ｣(~1368年)
1366年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ家のｱﾏﾃﾞｨｵ6世がｶﾞﾘﾎﾟﾘを奪う
1366年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団はｹﾞﾒﾙﾄの全領土を取得
1366年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｵｰﾑﾙ･ｽﾉﾗｿﾝ｣､｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｼﾞｰ･ｽﾗｿﾝ(2回目)｣(~1368年)
1366年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾌｧﾘｽ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ1世｣(~1372年)
1366年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会がｷﾙｹﾆｰ法を制定
1366年2月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾌﾞｰｸ｣(~1367年後半)
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21･貞治5年|<交替>石見国守護｢山名時義｣⇒｢大内弘世｣(~天授2･永和2(137
  6)年4月解任)
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年|<交替>美作国守護｢山名時義｣⇒次兄｢山名義理｣(~元中8･明徳2
  (1391)年12月)
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年|<任命>奥州管領｢吉良貞経｣(~不詳)
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年|<任命>下野国守護｢小山義政｣(~天授6･康暦2(1380)年)
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢仁木頼夏｣(~同年)⇒｢今川貞世｣
  (~翌年)
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年|<任命>但馬国守護｢長駿河守｣(~同年)⇒｢長伊豆守(道全)｣(~建
  徳3･応安5(1372)年)
1366年2月11日-09:00|日本|愛知県豊橋市|正平21;貞治5年|善忠､悟真寺を創建
1366年2月11日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年1月|<任命>備後国守護｢渋川義行｣(~建徳2･応安4(1371年)2月)
1366年3月12日-08:00|中国|  ||元･至正26年2月|夏･明玉珍､病死/子の明昇､嗣ぐ/開煕と改元(-1371)
1366年3月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ2世庶子王｣(~13670403退位)
1366年3月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世残酷王｣(~13690323死去)
1366年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世の総指揮官ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾃﾞｭ･ｹﾞｸﾗﾝ､｢ｶｽﾃｨｰﾘｬ王国｣の首都ﾌﾞﾙｺﾞｽを
  占領/ｴﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ﾄﾗｽﾀﾏﾗを｢ｶｽﾃｨｰﾘｬ王｣ｴﾝﾘｹ2世として戴冠させる
1366年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾆｺﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾘﾐﾇｯﾁｮ｣｢ｳﾞｧﾝﾇ･ﾃﾞｨ･ﾉﾏｲｵﾛ｣
1366年4月15日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年3月5日|<交替>薩摩国守護｢島津師久｣退任⇒｢島津伊久｣(~永和2
  (1376)年8月12日剥奪)
1366年5月4日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Manfredi Chiaramonte, conte di Modica｣(~1391.3)
1366年5月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｵｰｽﾄﾘｱと通商協定
1366年6月16日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年5月8日|<任命>関東管領｢上杉憲顕(山内)｣(~応安元(1368)年9月
  19日死去)
1366年6月19日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ(ﾙｲ･ﾃﾞｳﾞﾙｰ)｣共同統治(~1368年3月)
1366年7月21日-09:00|日本|京都府京都市|貞治5;正平21年6月13日|大風､神祇官北庁､真言院倒れる
1366年9月13日-09:00|日本|  ||貞治5;正平21年8月8日|<交替>越前国守護｢斯波高経｣失脚⇒｢畠山義深｣(~天授5
  ･康暦元(1379)年10月12日死去)
1366年9月13日-09:00|日本|  ||貞治5;正平21年8月8日|<交替>若狭国守護｢斯波義種｣失脚⇒｢一色範光｣~元中5･
  嘉慶2(1388)年1月25日死去)
1366年9月13日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年8月8日|<貞治の変>斯波氏に将軍追討令が出される/斯波義将幕
  府執事解任/二宮氏等斯波氏被官将軍御所を囲む､その間隙をぬって斯波高経･義将親子以下一族三条高倉の屋
  敷に火を放ち長坂越え若狭経由で越前に下り､杣山城･栗屋城に立てこもる/斯波氏被官の朝倉氏は幕府方に付
  き斯波誅罰に動く
1366年9月13日-09:00|日本|  ||貞治5;正平21年8月8日|<任命>伊勢･志摩国守護｢仁木義長｣(~貞治6･正平22(136
  7)年)
1366年9月13日-09:00|日本|  ||貞治5;正平21年8月8日|<任命>出雲･隠岐国守護｢京極高氏｣(~正平23･貞治7(136
  8)年隠居)
1366年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ﾆｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾓﾆｰﾉ｣
1366年10月26日 00:00|世界|  |||ﾃﾝﾍﾟﾙ･ﾀｯﾄﾙ彗星､地球から約343万kmと史上2番目に地球近傍を通過
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1366年10月27日-09:00|日本|香川県小豆郡小豆島町|正平21･貞治5年9月23日|細川頼之,小豆島肥土荘代官矢野
  遠村を造営奉行として,荘内別宮八幡宮若宮･若皇女殿を造営
1366年11月4日-09:00|日本|  ||正平21;貞治5年10月|<交替>信濃国守護｢小笠原長基｣⇒｢上杉朝房｣(~天授3･永
  和3(1377)年8月)
1366年11月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞｰﾙ｣(~13670422)
1366年12月19日-09:00|日本|京都府京都市上京区|貞治5;正平21年11月17日|京都一条西洞院の念仏堂が炎上
1366年12月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世｣
1366年12月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗﾄ2世Siwy｣(~14030610死去)
1367年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Tamachi｣(~1379年)
1367年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝の都ｸﾞﾙﾊﾞﾙｶﾞにｼﾞｬﾐｰ･ﾏｽｼﾞｯﾄﾞが建設
1367年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ･ﾊﾝ｣(1期目~1368
  年)
1367年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜで石造りのｸﾚﾑﾘﾝ建築
1367年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱﾙﾀの領主｢ﾍﾟﾃﾙ･ﾛｼｬ｣(~1374年死去)
1367年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾍﾟﾄﾙ1世｣ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ1世の孫(~1368年7月没)
1367年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公(ｱﾙｺﾞｽﾞ･ﾅﾌﾌﾟﾘｵ)｢ｺﾞｰﾃｨｴ4世･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝ｣(~1381年)
1367年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾄﾏｽ2世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｺﾞｽ｣(~13841223死去)
1367年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣
1367年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｱﾝﾘ｣
1367年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄｳﾞﾙﾄｺ1世ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾗｳﾞｨｯﾁ｣(~13771026)
1367年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ｣ｱﾝﾘとｱﾆｪｽの息子(~13971101死去)
1367年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌﾞﾗｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~同年暗殺される)
1367年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ｵｯﾄｰ2世｣ﾗｳｼﾞｯﾂはﾎﾞﾍﾐｱ領に併合
1367年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Gautier Hewet卿｣(~1373年死去)
1367年1月1日-08:00|中国|  ||元･至正26年12月|宋･韓林児､朱元璋に降る/宋滅亡
1367年1月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世厳格王｣(誕生1320年)
1367年1月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世美男王｣ﾍﾟﾄﾞﾛ1世の子(~13831022死去)
1367年1月31日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年|<任命>伊勢･志摩国守護｢細川頼之｣(~応安4･建徳2(1371)年)
1367年1月31日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年|岩松宮本､北野天神縁起絵巻できる
1367年1月31日-09:00|日本|静岡県浜松市|正平22;貞治6年|法眼万宗､瑠璃山大福寺(3ヶ日町福長)の絵画｢両界
  大曼陀羅｣作
1367年1月31日-09:00|日本|静岡県浜松市南区|正平22;貞治6年|雲誉上人愚廓和尚､西伝寺(西伝町)を開山
1367年1月31日-09:00|日本|広島県尾道市|正平22;貞治6年|万代氏道円の発願により天寧寺を建立,春屋妙葩を
  開山に招く
1367年2月2日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|貞治6;正平22年1月3日|大和国法輪寺が炎上
1367年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｽ･ﾗｯｸﾌｨ｣(~1368年1月)
1367年3月2日-09:00|日本|福井県福井市|正平22;貞治6年2月|斯波高経に味方して安居白土岡に立て篭った千秋
  安居一門を､朝倉高景･氏景が攻略
1367年3月31日-08:00|中国|  ||元･至正27年3月|朱元璋､文武科挙を開始
1367年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｲｼｭﾄﾊﾞｰﾝ･ﾍﾞﾍﾞｯｸ･ﾍﾟﾙｿﾁ｣(~2日)
1367年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｸﾞｲﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣
1367年4月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾍﾙﾂｪｸﾞ･ｵｯﾍﾟﾙﾆ｣(~1372年10月)
1367年4月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ2世庶子王｣
1367年4月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世残酷王｣(~13690323死去)
1367年4月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||南西ﾌﾗﾝｽのｱｷﾃｰﾇ(当時ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ領)に亡命していた前ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾍﾟﾄﾞﾛ1世軍が､
  ｽﾍﾟｲﾝ北部の｢ﾅﾍﾗの戦い｣で｢ｶｽﾃｨｰﾘｬ王｣ｴﾝﾘｹ2世軍を破る
1367年4月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~13690620)
1367年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣
1367年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｵｯﾄｰ1世｣ｴﾙﾝｽﾄ1世の息子(~13941213死去)
1367年4月28日-09:00|日本|京都府京都市右京区|正平22;貞治6年3月29日|天龍寺火災
1367年4月30日-09:00|日本|  ||貞治6･正平22年4月|<任命>(南朝)越中国守護｢桃井直信｣(~応安元･正平23(1368
  )年8月解任)
1367年5月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平22;貞治6年4月2日|鎌倉公方足利基氏､鎌倉左京進･安東九郎ら
  家臣22名を誅殺
1367年5月25日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平22;貞治6年4月26日|<死去>鎌倉公方｢足利基氏｣初代関東管領
1367年6月23日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年5月26日|桃井直常､足利義詮に帰順
1367年6月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平22;貞治6年5月29日|<任命>鎌倉公方｢足利氏満｣(~応永5(1398)
  年11月4日)
1367年7月15日-09:00|日本|京都府京都市左京区|正平22;貞治6年6月18日|園城寺僧兵､南禅寺関所を破壊し､僧
  侶を殺傷
1367年7月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|正平22;貞治6年6月26日|幕府､今川貞世に三井寺園城寺管領の関所四
  ヵ所を破壊させる
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1367年7月25日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年6月28日|幕府､園城寺､聖護院､実相院､円満院の領地を没収
1367年7月28日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年7月|行光､地蔵験記絵六巻を描く
1367年7月28日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年7月1日|山名時氏の家人渡邊の若党と将軍近習大内修理亮の若
  党が喧嘩､双方死者を出す
1367年8月9日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年7月13日|<死去>斯波高経(生年1305年､元越前･若狭･越中守護)
1367年8月15日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年7月19日|<死去>常盤井宮全仁親王(生年1321年､皇族)
1367年8月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｱｸｨﾚｲｱ大司教及びｺﾞﾘﾂｨｱ伯と和睦
1367年9月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ｽﾜｿｰｹ｣(~1400年4月)ﾊﾟｶﾞﾝ王家とﾋﾟﾝﾔ王家の子孫を称する
1367年9月21日-09:00|日本|  ||正平22･貞治6年8月27日|<就任>北朝関白｢鷹司冬通｣(~応安2年11月4日)
1367年9月28日-09:00|日本|京都府京都市|正平22;貞治6年9月4日|斯波義将､越前から上京し､将軍足利義詮に対
  面し赦免される
1367年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｱﾆｮｰﾛ･ﾃﾞｨ･ｳｺﾞﾘﾇｯﾁｵ｣｢ｷﾞｰﾉ･ﾌｧﾌﾞﾛ｣
1367年10月1日-08:00|中国|  ||元･至正27年9月8日|朱元璋軍が張士誠軍を撃破し､張士誠が自殺
1367年10月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ｳﾙﾊﾞﾇｽ1世が､ﾛｰﾏ教皇庁を一時ﾛｰﾏに復帰させる
1367年10月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平22;貞治6年10月7日|足利義詮が鎌倉円覚寺黄梅院の華厳院を
  修造させる
1367年11月1日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣
1367年11月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾊﾝｻﾞ同盟､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸなどが､ｹﾙﾝ同盟を結成してﾃﾞﾝﾏｰｸ､ﾉﾙｳｪ
  ｰに対抗
1367年12月17日-09:00|日本|  ||貞治6;正平22年11月25日|<任命>室町幕府管領｢細川頼之｣(~1379年閏4月14日)
1367年12月26日-08:00|中国|  ||元･至正27年12月5日|方国珍､朱元璋に降る
1367年12月28日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年12月7日|<死去>室町幕府2代将軍｢足利義詮｣38歳(誕生:元徳2(
  1330)0618)
1368年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ2世ｻｲﾙｰﾀｲ｣ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ1世の息子(~1399年)
1368年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾛｰｽﾞ･ﾄｩｸﾞﾙｸの命でｸﾄﾌﾞ･ﾐｰﾅｰﾙが改修され5層となる
1368年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾝ｣(~1369年)
1368年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1370年)
1368年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｱｯ=ｻｰﾘﾌ｣(~同年)⇒｢ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ｣(~1376年)
1368年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系｢ｴｰﾘﾋ2世｣
1368年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣(~1386年),｢ｸﾘｽﾁｬﾝ5世｣(~1398年)
1368年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ=ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ3世｣(~13940907死去)
1368年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｴﾒﾘｯｸ1世ﾗｯｸﾌｨ｣(~同年)
1368年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾟﾀﾙ･ｸﾀﾞｰﾙ｣(~1380年)
1368年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ6世､ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ6世｣(~1372年)
1368年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系｢ｴｰﾘﾋ4世｣(~1401年)
1368年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｸｲｸ･ｱﾙﾝｽﾍﾞﾙｸはｹﾙﾝへ売却
1368年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国領土(~1372年)
1368年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~1390.5､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾛﾊﾞｰﾄ3世)
1368年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢女伯爵ﾌｨﾘｯﾊﾟ･ｵﾌﾞ･ｸﾗﾚﾝｽ｣(~13820105死去)
1368年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Guillaume d'Asthorp｣(~1371年)
1368年1月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙｺ･ｺﾙﾈｰﾙ｣
1368年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Waldemar1世｣
1368年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Waldemar2世｣(~13710824死去)共同統治
1368年1月19日-09:00|日本|  ||正平22;貞治6年12月29日|義詮の執事細川頼之が禁制5か条を定めて奢侈を禁じ
  る
1368年1月20日-08:00|中国|  ||元･至正28年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｲﾘﾔｰｽ･ﾎｰｼﾞｬ｣
1368年1月20日-08:00|中国|  ||元･至正28年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｶﾏﾙｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1392年死去)
1368年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1382年)
1368年1月21日-09:00|日本|  ||正平23･貞治7年|<解任>安芸国守護｢武田氏信｣
1368年1月21日-09:00|日本|  ||正平23･貞治7年|<交替>甲斐国守護｢武田信成｣⇒｢武田信春｣(~元中2･至徳2(138
  5)年)
1368年1月21日-09:00|日本|  ||正平23･貞治7年|<交替>豊後国守護｢大友氏継｣南朝側につく⇒｢大友親世｣(~応
  永23(1416)年11月)
1368年1月21日-09:00|日本|  ||正平23･貞治7年|足利尊氏､仏満禅師を開山に善徳寺(足利市)創建
1368年1月23日-08:00|中国|  ||明･洪武1年1月4日|<即位>明第1代皇帝｢太祖洪武帝(朱元璋)｣(~洪武31年閏5月1
  0日1398年6月24日)
1368年1月28日-08:00|中国|  ||明･洪武1年1月9日|明､年号を洪武(~1398年)とする
1368年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲﾑﾚ･ﾗｯｸﾌｨ｣(~1372年9月)
1368年3月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ公･ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ領主｢ｶｰﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾄﾋﾟｱ｣ｱﾝｼﾞｭｰを武力で追放しﾃﾞｭﾗｯﾂｵ
  は拡大した領地の一部となる(~1388年1月没)
1368年3月7日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年2月18日|北朝が｢應安｣に改元
1368年3月8日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年2月19日|西方に彗星出現
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1368年3月13日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年2月24日|<任命>越中国守護｢斯波義将｣復権(~天授5･康暦元(13
  79)年11月)
1368年3月13日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年2月24日|越中守護･桃井直常､再度幕府に離反,京から｢逃下｣
1368年3月14日-09:00|日本|埼玉県川越市|正平23;応安元年2月25日|上杉憲顕が上洛した隙を狙い平一揆のうち
  河越直重を中心とする武蔵国の平一揆が蜂起/直重を大将に一族の高坂信重や江戸氏･高山氏･古屋谷氏,村山
  党の仙波氏･山口高清･金子家祐など地元の武士が､居城の河越館に篭り､江戸牛島には別働隊を置いた
1368年3月14日-09:00|日本|栃木県|正平23;応安元年2月25日|武蔵国の平一揆に呼応して下野国で宇都宮氏綱が
  挙兵
1368年3月29日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年3月11日|<死去>南朝･97代｢後村上天皇｣/41歳(誕生:嘉暦3(132
  8)09)
1368年3月29日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年3月11日|<践祚>南朝･98代｢長慶天皇｣(~1383.10)
1368年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼｵﾛ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾘｸﾞｯﾁｮ｣
1368年4月8日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年3月21日|<死去>大友氏時(生年生年未詳/前豊後･豊前･肥後･筑
  後守護､大友氏の第8代当主)
1368年4月9日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年3月22日|乾方に彗星あり/23日､4月2日､3日にもあり
1368年4月27日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年4月10日|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢今川国泰｣(~同年)
1368年6月16日-09:00|日本|  ||正平23･応安元年6月|<解任>伊豆国守護｢高坂氏重｣
1368年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾍﾟﾄﾙ1世｣
1368年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾗｼｭｸ｣ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ1世の息子(~1375年死去)
1368年7月2日-09:00|日本|  ||正平23･応安元年6月17日|応安の半済令(室町幕府が所領訴訟に対する基本方針
  を定める)
1368年7月26日-09:00|日本|愛媛県松山市|正平23･応安元年閏6月11日|河野通直(通堯)､兵船を率いて豊前国根
  津を発し伊予郡松前浦に帰り北朝方の完草入道らを温泉郡大空城に攻めて降す
1368年7月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾌｨﾄﾞﾆﾂｧ公､ﾔｳﾞｫﾙ=ﾙｳﾞｳﾞｪｸ公､ﾙｻﾃｨｱ公､ﾌﾞｼﾞｪｸ半国およびｵﾜｳﾞｧの公
  ､ｼｪｳﾞｨｴｼｭ公､ｸﾞｳｫｸﾞﾌ半国およびｼﾁﾅｳﾞｧ半国の公｢ﾎﾞﾙｺ2世ﾏｳｨ｣(生年1312年)
1368年8月1日-09:00|日本|埼玉県川越市|正平23;応安元年閏6月17日|上杉朝房は基氏の後を継いだ足利氏満(当
  時10歳)を擁して河越に出陣｡憲顕や武田氏･葛山氏らの軍勢の動員もあり河越における合戦で反乱は鎮圧され
  た
1368年8月7日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年閏6月23日|<任命>武蔵国守護｢上杉憲顕｣(~9月19日死去)
1368年8月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ3世大公｣
1368年8月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｶｼﾞﾐｰﾙ3世｣(~13720824死去)
1368年8月14日-09:00|日本|新潟県|正平23;応安元年7月|新田義宗､新田義治が越後国上野で挙兵
1368年8月14日-09:00|日本|山形県西村山郡大江町|正平23;応安元年7月|<漆川の戦い(出羽国)>出羽の諸氏が関
  東と連携して挙兵/寒河江大江氏もこの流れの中で挙兵､奥州管領大崎直持･羽州管領斯波兼頼を指揮官とする
  数万の軍による討伐を受ける/大江氏当主大江時茂は嫡男の溝延城主大江茂信を総大将としてこれにあたる/
  斯波氏は最上川の強固な防衛ﾗｲﾝを避け迂回して五百川渓谷沿いの諸楯を落とし富沢口から攻め寄せると見せ
  て別働隊を漆川上流で渡河させ大江軍の後背を突いた/両軍は諏訪原で激突したが背後を取られた大江軍は混
  乱に陥り荻袋の要害を頼って集結/荻袋楯に籠った大江一族は大軍に包囲され全員自害をとげ､その数は61名
  に上った/溝延城代だった安孫子紀伊は主人茂信戦死の報に触れ童子を連れて主人の後を追って殉死したため
  合計63人が自害
1368年9月3日-09:00|日本|群馬県沼田市|正平23;応安元年7月21日|関東管領上杉憲顕方の軍勢小山義政､上野沼
  田荘に入り新田義宗らと戦う/新田勢は壊滅.義宗は討ち取られ､脇屋義治は出羽国にまで敗走
1368年9月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･洪武1年;元･至正28年閏7月28日|元の順帝ﾄｺﾞﾝﾃﾑﾙ､大都(現在の北京)
  から上都へ奔る⇒北元初代皇帝｢恵宗ﾄｺﾞﾝ･ﾃﾑﾙ｣
1368年9月13日-09:00|日本|  ||正平23･応安元年8月|<解任>(南朝)越中国守護｢桃井直信｣
1368年9月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･洪武1年8月2日|明軍が大都に入城
1368年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾙﾍﾞｯﾛ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｨｰﾀ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･
  ｳﾞｧﾆｵｰﾘ｣
1368年10月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾗﾚﾝｽ公･ｱﾙｽﾀｰ伯｢ﾗｲｵﾈﾙ･ｵﾌﾞ･ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ｣
1368年10月13日-09:00|日本|  ||正平23･応安元年9月|<交替>出雲･隠岐国守護｢佐々木導誉(京極高氏)｣隠居⇒
  子の｢京極高秀｣(~天授5･康暦元(1379)年失脚)
1368年10月18日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|正平23;応安元年9月6日|上杉朝房･上杉憲春､宇都宮氏綱を降す
1368年10月31日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年9月19日|<死去>関東管領･武蔵国守護･越後国守護･安房国守
  護｢上杉憲顕｣足利の陣中にて病没(享年62)
1368年10月31日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年9月19日|<任命>越後国守護｢上杉憲栄｣憲顕の子(~天授4･永和
  4(1378)年引退)
1368年10月31日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年9月19日|<任命>関東管領｢上杉朝房(犬懸)｣(~応安3(1370)年8
  月4日)両管領制
1368年10月31日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年9月19日|<任命>関東管領･武蔵国守護｢上杉能憲(詫間)｣(~永
  和4(1378)年4月17日死去)
1368年10月31日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年9月19日|<任命>上野国守護｢上杉能憲｣憲顕の子(~建徳2･応安
  4(1371)年)
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1369年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝初代国王｢ﾗｰﾏｰﾃｨﾎﾞｰﾃﾞｨｰ1世(ｳｰﾄﾝ王)｣
1369年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第2代国王｢ﾗｰﾒｰｽﾜﾝ｣(~1370年)
1369年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ･ﾊﾝ｣(2期目~1370
  年)
1369年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾜﾗｷｱはﾊﾝｶﾞﾘｰの家臣(~1394年)
1369年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾏｸﾞﾇｽ1世｣
1369年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>初代ﾆｰﾌﾞﾗ伯｢Juan Alonso de Guzman｣(~13961005死去)
1369年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｼﾑﾝ･ﾏｳﾘｼｴﾌ(= ｻｲﾓﾝ･ﾒｷﾞｪｼ)｣(~1371年)
1369年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ6世the Older｣(~13931205死去)､｢ﾍﾝﾘｰ7世Rumpold｣(~139512
  24死去)､｢ﾍﾝﾘｰ8世the Sparrow｣(~1378年)
1369年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ1世｣(~13860709死去)
1369年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯兼ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾏｸﾞﾇｽ2世首輪公｣ﾏｸﾞﾇｽ1世の息子
  (~13730725死去)
1369年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾊｰﾘﾄﾞ2世｣(~1371年)
1369年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯領が教皇領となる(~1375年)
1369年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰとｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞの定期船が廃止
1369年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾏｽｶﾞﾑﾊｲﾝ･ﾏｵﾝﾊｲｹﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1369年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯(妻の権利による)｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣ﾏｰﾁ伯(~13811227死去)
1369年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｽﾘｰﾑﾊｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾏｽｶﾞﾑﾊｲﾝ･ﾏｵﾝﾊｲｹﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝとｳﾅ･ﾆｰ･ｺﾝﾁ
  ｭﾊﾞｲﾙの息子(~1400年没)
1369年1月17日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣弟ｼﾞｬﾝに味方する貴族たち
  によって暗殺される
1369年1月17日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ｱﾝﾃｨｵｷｱ王子ｼﾞｬﾝ(ﾖﾊﾝ)･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ｣(3度目⇒13711224､ｼ
  ﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ~13740415)
1369年1月17日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世肥満王｣(~13821013死去)
1369年2月7日-09:00|日本|  ||正平23;応安元年12月30日|<任命>室町幕府第3代征夷大将軍｢足利義満｣
1369年2月8日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年|<交替>壱岐国守護｢宗像氏俊｣⇒｢宗像氏頼｣(~建徳2･応安4(1371
  )年)
1369年2月8日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年|<任命>(南朝)対馬国守護｢少弐頼澄｣(~文中4･応安8(1375)年)
1369年2月8日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢土岐康行｣(~同年)
1369年2月8日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年|<任命>肥前国守護｢少弐冬資｣(~応安4･建徳2(1371)年)
1369年2月8日-09:00|日本|長崎県壱岐市|正平24;応安2年|志佐壱岐守源義の代官源武が池田に真弓館を構える
1369年2月8日-09:00|日本|長崎県壱岐市|正平24;応安2年|松浦党の志佐･佐志･鴨打･呼子･塩津留の5氏が壱岐を
  分治
1369年2月8日-09:00|日本|  ||正平24･応安2年1月|<死去>駿河国守護｢今川氏家｣弟の泰範が継ぐ(⇒応永2(1395
  )年8月17日駿河西半国守護)
1369年2月9日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年1月2日|南朝方の楠木正儀､足利義満に降る
1369年3月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｴﾝﾘｹ2世とﾌﾗﾝｽ軍が､ｶｽﾃｨﾘｬのﾍﾟﾄﾞﾛ1世の軍を撃破する(ﾓﾝﾃｨｴﾙ
  の戦い)
1369年3月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世残酷王｣ｴﾝﾘｹ2世に敗れ死亡/34歳(誕生
  13340830)
1369年3月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ2世庶子王｣(~13790529死去)
1369年3月26日-09:00|日本|  ||正平24･応安2年2月18日|<死去>一色範氏(生年生年未詳/初代九州探題)
1369年3月29日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年2月21日|<任命>河内国守護｢楠木正儀｣(~弘和2･永徳2(1382)年
  閏1月)摂津国東成郡を河内国に編入
1369年3月29日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年2月21日|<任命>和泉国守護｢楠木正儀｣(~天授4･永和4(1378)年1
  2月解任)摂津国住吉郡を和泉国に編入
1369年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾐﾆｮｰﾈ･ﾊﾞｳﾄ｣｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾌｧﾌﾞﾛ｣
1369年4月4日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年2月27日|幕府が俗人の僧装･博奕などを厳禁
1369年4月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ5世 of Iron｣
1369年4月22日-09:00|日本|大阪府|正平24;応安2年3月16日|楠木正儀を仕留めるため､南朝の有力武将で楠木氏
  の同族でもある和田正武と橋本正督の二将が河内国と和泉国に進撃､他の楠木一族もまた正儀の決定には従わ
  ず､正儀の館を攻撃
1369年4月26日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|正平24;応安2年3月20日|楠木正儀は無事天王寺まで逃れた
1369年5月18日-09:00|日本|岐阜県高山市|正平24;応安2年4月12日|南朝方の桃井直常が越中に挙兵/松倉城を抜
  き能登国に入る
1369年6月3日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||明･洪武2年;高麗･至元35年4月28日|明太祖､高麗に大明国の建国と洪
  武と建元したことを通達
1369年6月5日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年5月|<任命>安房国守護｢結城直光｣(~元中2･至徳2(1385)年10月)
1369年6月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元35年5月8日|高麗･至元年号をやめる
1369年6月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世､弟｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世と｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ﾙｲ2世の一人娘ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ
  ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ(ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾀﾞﾝﾋﾟｴｰﾙ)を結婚
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1369年6月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ｳｨﾝｻﾞｰ卿｣(~13720716)
1369年6月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大定1年5月25日|<死去>陳朝(大越)皇帝｢裕宗｣
1369年6月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大定1年5月25日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢昏徳公｣(~13701209(大定2年11
  月21日)処刑される)大定と改元(~1370年)
1369年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｴｼﾞﾌﾟﾄのｽﾙﾀﾝに対抗してｼﾞｪﾉｳﾞｧと同盟
1369年7月15日-08:00|中国|  ||元･至正29年6月12日|元の順帝ﾄｺﾞﾝﾃﾑﾙ､応昌(上都北)にうつる
1369年7月19日-08:00|中国|  ||明･洪武2年;元･至正29年6月16日|明､上都を陥れる
1369年8月10日-09:00|日本|広島県三次市|正平24;応安2年7月8日|尼宗秀の発願により,吉舎善逝寺の本尊木造
  釈迦如来坐像を造立
1369年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌｨﾘｯﾊﾟ･ｵﾌﾞ･ｴﾉｰ(生年1314年､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の王妃)
1369年8月15日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年7月13日|<死去>伊豆天長山国清寺開山｢仏真禅師妙謙｣
1369年9月12日-08:00|中国|  ||元･至正29年8月11日|元で｢元史｣成る
1369年9月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(生年1290年)
1369年9月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ2世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~13821004)
1369年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｱﾆｮｰﾛ･ﾃﾞｨ･ｳｺﾞﾘﾇｯﾁｵ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾘｸﾞｯﾁｮ｣
1369年10月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾁﾛﾙ女伯｢ﾏﾙｶﾞﾚｰﾃ･ﾌｫﾝ･ﾃｨﾛﾙ｣(生年1318年)
1369年10月3日-09:00|日本|京都府京都市|正平24;応安2年9月2日|京都大風､真言院･仁和寺･観音院など倒壊
1369年10月4日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平24;応安2年9月3日|鎌倉大仏殿､大風により転倒
1369年10月31日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年10月|<任命>伊豆国守護｢上杉能憲｣(~天授2･永和2(1376)年5月
  )
1369年10月31日-09:00|日本|長野県下伊那郡大鹿村|正平24;応安2年10月|信濃守護となった関東管領上杉朝房･
  畠山基国らの軍勢が大河原に攻め寄せ､城主香坂高宗･渋谷長安･藤原光資以下地侍らが結束して大河原の地を
  守るために戦った
1369年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞｩ･ｱﾌｫｰﾄﾞ｣
1369年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞｩ･ｱﾌｫｰﾄﾞ｣(~13820215死去)
1369年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣
1369年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣先代の子(~14010408死去)
1369年11月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣
1369年11月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾏｸﾞﾇｽ2世首輪公｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世の又従弟の息子(~13730725死
  去)
1369年11月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃ再びｳﾞｪﾈﾂｨｱへの忠誠下に入る
1369年11月30日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸのｳﾞｧﾃﾞﾏｰﾙ4世が､ﾊﾝｻﾞ同盟側と講和
1369年11月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の長子黒太子ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ所有の｢ｱｷﾃｰﾇ大
  公領｣の没収を宣言
1369年12月3日-09:00|日本|  ||正平24;応安2年11月4日|<就任>(北朝)関白｢二条師良｣(~永和元年12月27日)
1369年12月15日-09:00|日本|  ||応安2年11月16日|河野通直､細川氏の軍を新居郡高外木城で防ぎ､これを撃退
1369年12月28日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<死去>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾌﾛﾑﾎﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｼｭﾛｰｾﾞﾝ｣
1369年12月30日-09:00|日本|長野県下伊那郡大鹿村|正平24;応安2年12月|山奥の寒気に上杉勢の士気は下がり､
  やがて大雪に見舞われ兵糧の欠乏と大雪と寒気に閉口した上杉勢は城攻めを諦めて関東へ引き返した
1370年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第3代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ1世ﾊﾟﾝｸﾞﾜ王｣(~1388年死去)
1370年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ朝がﾏﾄﾞｩﾗｲ朝を征服
1370年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｿﾕﾙｶﾞﾄﾐｼｭ｣ﾀﾞｰﾆｼｭﾏﾝﾄﾞの子(~1388年)
1370年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｼﾞｬﾆ･ﾍﾞｸﾞ2世｣(~同年)⇒
  ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾎﾞﾗｸ｣(1期目~1372年)
1370年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Ghiyas-uddin Pir 'Ali　& Malik Muhammad ibn Mu'izz-uddin
  ｣(~1389年)
1370年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ｽﾙﾀｰﾝ:ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾋﾟｰﾙ･ｱﾘｰ(~1381年)
1370年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ大公(ﾌﾞﾘｬﾝｽｸ公)｢ﾛｰﾏﾝ2世･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣
1370年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｺｰﾅｰ｣(~1372年)
1370年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｺﾞｯﾄｼｬﾙｸ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｯｹﾃﾞ｣(~同年)
1370年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾘｭﾊﾞﾙﾀｽ･ｹﾞﾃﾞｨﾐﾅｲﾃｨｽ｣(~1383年)
1370年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽ王とﾏﾑﾙｰｸ朝の講和条約が成立
1370年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣
1370年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世｣
1370年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢John4世｣(~同年ﾌﾗﾝｽに売却)
1370年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣(ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公)｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世の外孫(~13850628
  死去),｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ(ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公)｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世の叔父.ｻﾞｸｾﾝ選帝侯(~13880511死去)
1370年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ｴｰﾘﾋ3世｣(~1401年死去)
1370年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰﾙｱｯﾊﾞｰｽｱﾌﾏﾄﾞ2世｣(~1394年死去)
1370年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Abu Zayyan Muhammad2世ibn Uthman｣(~1372年)
1370年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸﾞでﾄﾞｲﾂ最古の乞食条例が発布
1370年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｯｶ共和国設立
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1370年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣
1370年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ﾛﾊﾞｰﾄ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1427年死去)
1370年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾄﾙｶﾞｳﾄｩｰﾙ･ﾖﾝｿﾝ｣(~1372年)
1370年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｷｬﾘｯｸ｣(~1377年)
1370年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾑｰｻ｣(~1378年)
1370年1月16日-09:00|日本|愛知県額田郡幸田町|正平24;応安2年12月18日|沙弥宗満､三河国鷲田神明宮の懸仏
  を施入
1370年1月27日-09:00|日本|岐阜県美濃市|正平24;応安2年12月29日|尾張国定光寺開山平心処斎､美濃国長蔵寺
  で没
1370年1月28日-09:00|日本|  ||正平25;応安3年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢佐々木高秀｣(~応安5･文中元(13
  72)年)
1370年1月28日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|正平25･応安3年|曹洞宗東谷山栄林寺(二俣町二俣)の毘沙門堂
  が建立される
1370年1月28日-09:00|日本|静岡県富士市|正平25;応安3年|上杉民部少輔憲顕･子兵部少補能憲､天寧庵(市中里)
  を廃し､大勲策禅師を開山に福王寺(今泉水ﾉ上)を建立
1370年1月28日-09:00|日本|山口県下関市|正平25･応安3年|山口豊東上村住吉神社本殿できる
1370年2月1日-09:00|日本|鳥取県|正平25;応安3年1月5日|<死去>因幡国守護｢山名氏冬｣弟の氏重が継ぐ(~不詳)
1370年2月11日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾛﾑﾍﾞﾙｸ｣(~13740630死去)
1370年2月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団が､ﾙﾀﾞｳの戦いでﾘﾄｱﾆｱを破る
1370年3月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾊﾝｻﾞ同盟がﾃﾞﾝﾏｰｸ､ﾉﾙｳｪｰを撃破
1370年3月7日-09:00|日本|埼玉県本庄市|正平25;応安3年2月9日|新田氏の将の馬淵某､中村某らが上杉朝房､畠
  山基国と武蔵国本田で戦い信濃国に敗走
1370年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｬﾍﾟｯﾀ･ﾃﾞｨ･ﾉｳﾞｪｯﾛ｣｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1370年4月10日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾃｨﾑｰﾙ｣ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞを首都に勃興(~14050218死去)
1370年4月12日-09:00|日本|富山県富山市|正平25;応安3年3月16日|幕府が越中守護斯波義将等に越中の桃井勢
  追討を命ず､越中長沢でこれを破る(斯波氏本格復権)
1370年4月29日-09:00|日本|長野県長野市|正平25;応安3年4月4日|信濃善光寺:焼失
1370年5月23日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正30年4月28日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢順帝ﾄｺﾞﾝﾃﾑﾙ｣応昌で/年51
1370年5月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸとﾊﾝｻﾞ同盟が､ｼｭﾄﾗｰﾙｽﾞﾝﾄ条約を締結
1370年5月26日-08:00|中国|  ||明･洪武3年5月|明が科挙の方式を定める
1370年5月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||明･洪武3年5月|明の太祖が高麗に冊封使を遣わし国王として封じる
1370年5月27日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正30年5月2日|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｱﾕﾙｼﾘﾀﾞﾗ(ﾋﾞﾘｸﾄｩ=ｶｶﾞﾝ/昭宗
  )｣ﾄｺﾞﾝﾃﾑﾙ長男(~13780510)
1370年6月10日-08:00|中国|  ||明･洪武3年;元･至正30年5月16日|明､応昌を陥れ､ﾏｲﾀﾞﾘﾊﾞﾗ(ｱﾕﾙｼﾘﾀﾞﾗの子)をと
  らえる/ｱﾕﾙｼﾘﾀﾞﾗ､ｶﾗｺﾙﾑに逃れる
1370年6月24日-08:00|中国|  ||明･洪武3年6月|明が開中法をさだめ､軍糧運送とひきかえに商人に塩の専売を
  認可
1370年6月30日-09:00|日本|滋賀県|正平25;応安3年6月7日|<死去>近江国守護｢六角氏頼｣高経(後の京極高詮)が
  継ぐ(~永和3･天授3(1377)年9月解任)
1370年7月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武3年7月|高麗･明の年号(洪武3年)を使用
1370年7月23日-08:00|中国|  ||元･至正30年7月1日|元で続修｢元史｣成る
1370年7月27日-09:00|日本|  ||正平25;応安3年7月5日|<死去>宇都宮氏綱(生年1326年/元下野･上野･越後国守
  護､宇都宮氏の第10代当主)
1370年8月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾎﾟﾌﾚｺﾞｿ｣(~13780617)
1370年8月15日-09:00|日本|  ||建徳元;応安3年7月24日|南朝が｢建徳｣に改元
1370年9月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの黒太子ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞが､ﾘﾓｰｼﾞｭを攻略
1370年9月20日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰ･ﾄﾞｴﾘﾙ･ｲ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾗｰｽ｣(~13870503)
1370年9月21日-09:00|日本|  ||建徳元･応安3年9月2日|<交替>九州探題｢渋川義行｣⇒｢今川貞世(了俊)｣(~応永2
  (1395)年閏7月解任)
1370年9月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ｳﾙﾊﾞﾇｽ5世が､ﾛｰﾏからｱｳﾞｨﾆｮﾝに帰る
1370年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｸﾞｲﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣
1370年10月7日-01:00|ｽｲｽ|  |||｢坊主｣協定が成立
1370年10月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ8世｣
1370年10月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ1世｣(~14040316以降死去)
1370年10月17日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|建徳元･応安3年9月28日|尾張国熱田円福寺の開山厳阿､没
1370年10月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ公､ﾄﾘｴｽﾃへの権益を捨てる
1370年11月5日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王
1370年11月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世ｳﾞｨｴﾙｷ｣60歳
1370年11月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｸ1世｣ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王ﾗﾖｼｭ1世大王(~13820910死
  去56歳)
1370年12月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｵｰｽﾄﾘｱ公との和平批准
1370年12月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ大元帥ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾃﾞｭ･ｹﾞｸﾗﾝ率いる｢ﾌﾗﾝｽ王国軍｣､ﾛﾜｰﾙのｻﾝﾄ県｢ﾎﾟﾝｳﾞｧﾔﾝの戦
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  い｣で､ｶﾚｰから南下してﾌﾗﾝｽ北西部のﾌﾞﾙﾀｰﾆｭに撤退中の｢ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王軍｣に勝利し､｢ｱｷﾃｰﾇ大公領｣をﾌﾗﾝｽ側が
  侵食
1370年12月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1370年12月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣(~13880515死去)
1370年12月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹慶1年11月21日|<死去>陳朝(大越)皇帝｢昏徳公｣処刑される
1370年12月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹慶1年11月21日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢芸宗｣(~13721109(紹慶3年)譲
  位)紹慶と改元(~1372年)
1370年12月18日-09:00|日本|  ||建徳元･応安3年12月|<隠居>丹波国守護｢山名時氏｣氏清が継ぐ(~明徳3･元中9
  年(1392)1月4日解任)
1370年12月18日-09:00|日本|  ||建徳元･応安3年12月|<隠居>伯耆国守護｢山名時氏｣時義が継ぐ(~元中6･康応元
  (1389)年5月4日死去)
1370年12月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第200代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ5世｣[1310年生～](享年60)
1370年12月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第201代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ11世｣(~13780327死去)


